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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ステーション(STA)が属するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子(ID)を決
定するステップと、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを少なくとも2つのアソシ
エーション識別子(AID)におけるブロックおよびサブブロックにマッピングするステップ
と、
　マッピングされた前記マルチキャストグループのマルチキャストIDを前記STAに送信す
るステップと、
　を有するマルチキャスト識別子送信方法。
【請求項２】
　マッピングされた前記マルチキャストグループのマルチキャストIDを前記STAに送信す
る前記ステップは、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを管理フレームまたは制
御フレームにカプセル化し、前記フレームを前記STAに送信するステップ、または、
　新たな情報要素(IE)を既存の管理フレームまたは既存の制御フレームまたは既存のデー
タフレームに追加し、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを前
記新たなIEにカプセル化し、前記既存の管理フレームまたは既存の制御フレームまたは既
存のデータフレームを前記STAに送信するステップ
　を有する請求項１に記載のマルチキャスト識別子送信方法。
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【請求項３】
　マッピングされた前記マルチキャストグループのマルチキャストIDを前記STAに送信す
る前記ステップは、
　前記STAによって送信される前記マルチキャストIDを要求するための情報を受信するス
テップと、
　前記マルチキャストIDを要求するための情報に従って、前記STAが属するマルチキャス
トグループのマルチキャストIDを前記STAに送信するステップと、
　を有する請求項２に記載のマルチキャスト識別子送信方法。
【請求項４】
　前記STAによって送信される前記マルチキャストIDを要求するための情報を受信する前
記ステップは、
　前記STAによって送信される要求メッセージを受信するステップであって、前記要求メ
ッセージは前記マルチキャストIDを要求するための情報を含む、ステップ、または、
　前記STAによって送信される既存の制御フレームまたは既存の管理フレームまたは既存
のデータフレームを受信するステップであって、前記既存の制御フレームまたは既存の管
理フレームまたは既存のデータフレームにおける新たな情報要素(IE)は前記マルチキャス
トIDを要求するための情報を含む、ステップ
　を有する請求項３に記載のマルチキャスト識別子送信方法。
【請求項５】
　マッピングされた前記マルチキャストグループのマルチキャストIDを前記STAに送信す
る前記ステップの後に、
　マルチキャストID登録抹消メッセージを前記STAに送信するステップであって、前記マ
ルチキャストID登録抹消メッセージは前記STAが属するマルチキャストグループのマルチ
キャストIDを登録抹消する登録抹消指示を含む、ステップ
　を有する請求項４に記載のマルチキャスト識別子送信方法。
【請求項６】
　ステーション(STA)により、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト
識別子(ID)を無線アクセスポイント(AP)から受信するステップであって、前記STAが属す
るマルチキャストグループのマルチキャストIDは少なくとも2つのアソシエーション識別
子(AID)におけるブロックおよびサブブロックにマッピングされる、ステップと、
　前記STAにより、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを記録す
るステップと、
　を有するマルチキャスト識別子受信方法。
【請求項７】
　ステーション(STA)により、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト
識別子(ID)を無線アクセスポイント(AP)から受信する前記ステップは、
　前記STAにより、前記APによって送信される管理フレームまたは制御フレームを受信す
るステップであって、前記管理フレームまたは制御フレームは前記STAが属するマルチキ
ャストグループのマルチキャストIDを含む、ステップ、または、
　前記STAにより、前記APによって送信される既存の管理フレームまたは既存の制御フレ
ームまたは既存のデータフレームを受信するステップであって、前記既存の管理フレーム
または既存の制御フレームまたは既存のデータフレームにおける新たな情報要素(IE)は前
記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを含む、ステップ
　を有する請求項６に記載のマルチキャスト識別子受信方法。
【請求項８】
　ステーション(STA)により、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト
識別子(ID)を無線アクセスポイント(AP)から受信する前記ステップは、
　前記STAにより、前記マルチキャストIDを要求するための情報を前記APに送信するステ
ップと、
　前記STAにより、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを受信す



(3) JP 6040465 B2 2016.12.7

10

20

30

40

50

るステップであって、前記マルチキャストIDは前記マルチキャストIDを要求するための情
報に従って前記APによって送信される、ステップと、
　を有する請求項６に記載のマルチキャスト識別子受信方法。
【請求項９】
　前記STAにより、前記マルチキャストIDを要求するための情報を前記APに送信する前記
ステップは、
　前記STAにより、前記マルチキャストIDを要求するための情報を要求メッセージにカプ
セル化し、前記要求メッセージを前記APに送信するステップ、または、
　前記STAにより、新たな情報要素(IE)を既存の制御フレームまたは既存の管理フレーム
または既存のデータフレームに追加し、前記マルチキャストIDを要求するための情報を前
記新たなIEにカプセル化し、前記既存の制御フレームまたは既存の管理フレームまたは既
存のデータフレームを前記APに送信するステップ
　を有する請求項８に記載のマルチキャスト識別子受信方法。
【請求項１０】
　無線アクセスポイント(AP)であって、
　ステーション(STA)が属するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子(ID)を決
定するように構成された決定モジュールであって、前記STAが属するマルチキャストグル
ープのマルチキャストIDは少なくとも2つのアソシエーション識別子(AID)におけるブロッ
クおよびサブブロックにマッピングされる、決定モジュールと、
　マッピングされた前記マルチキャストグループのマルチキャストIDを前記STAに送信す
るように構成された第１０送信モジュールと、
　を備えるAP。
【請求項１１】
　前記第１０送信モジュールは、特に、前記STAが属するマルチキャストグループのマル
チキャストIDを管理フレームまたは制御フレームにカプセル化し、前記フレームを前記ST
Aに送信するように構成され、または、
　前記第１０送信モジュールは、特に、新たな情報要素(IE)を管理フレームまたは制御フ
レームまたはデータフレームに追加し、前記STAが属するマルチキャストグループのマル
チキャストIDを前記新たなIEにカプセル化し、前記管理フレームまたは制御フレームまた
はデータフレームを前記STAに送信するように構成された請求項１０に記載のAP。
【請求項１２】
　前記STAによって送信される前記マルチキャストIDを要求するための情報を受信するよ
うに構成された第１０受信モジュールをさらに備え、
　前記第１０送信モジュールは、特に、前記マルチキャストIDを要求するための情報に従
って、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを前記STAに送信する
ように構成された請求項１１に記載のAP。
【請求項１３】
　前記第１０受信モジュールは、特に、前記STAによって送信される要求メッセージを受
信するように構成され、前記要求メッセージは前記マルチキャストIDを要求するための情
報を含む、または、
　前記第１０受信モジュールは、特に、前記STAによって送信される既存の制御フレーム
または既存の管理フレームまたは既存のデータフレームを受信するように構成され、前記
既存の制御フレームまたは既存の管理フレームまたは既存のデータフレームにおける新た
な情報要素(IE)は前記マルチキャストIDを要求するための情報を含む請求項１２に記載の
AP。
【請求項１４】
　前記第１０送信モジュールが、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャ
ストIDを前記STAに送信した後に、マルチキャストID登録抹消メッセージを前記STAに送信
するように構成された第１２送信モジュールであって、前記マルチキャストID登録抹消メ
ッセージは前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを登録抹消する
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登録抹消指示を含む、第１２送信モジュールをさらに備える請求項１３に記載のAP。
【請求項１５】
　ステーション(STA)であって、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子(ID)を無線アクセス
ポイント(AP)から受信するように構成された第１４受信モジュールであって、前記STAが
属するマルチキャストグループのマルチキャストIDは少なくとも2つのアソシエーション
識別子(AID)におけるブロックおよびサブブロックにマッピングされる、第１４受信モジ
ュールと、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを記録するように構成さ
れた記憶モジュールと、
　を備えるSTA。
【請求項１６】
　前記第１４受信モジュールは、特に、前記APによって送信される管理フレームまたは制
御フレームを受信するように構成され、前記管理フレームまたは制御フレームは前記STA
が属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを含む、または、
　前記第１４受信モジュールは、特に、前記APによって送信される既存の管理フレームま
たは既存の制御フレームまたは既存のデータフレームを受信するように構成され、前記既
存の管理フレームまたは既存の制御フレームまたは既存のデータフレームにおける新たな
情報要素(IE)は前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを含む請求
項１５に記載のSTA。
【請求項１７】
　前記マルチキャストIDを要求するための情報を前記APに送信するように構成された第１
３送信モジュールをさらに備え、
　前記第１４受信モジュールは、特に、前記STAが属するマルチキャストグループのマル
チキャストIDを受信するように構成され、前記マルチキャストIDは前記マルチキャストID
を要求するための情報に従って前記APによって送信される請求項１５に記載のSTA。
【請求項１８】
　前記第１３送信モジュールは、特に、前記マルチキャストIDを要求するための情報を要
求メッセージにカプセル化し、前記要求メッセージを前記APに送信するように構成され、
または、
　前記第１３送信モジュールは、特に、新たな情報要素(IE)を既存の制御フレームまたは
既存の管理フレームまたは既存のデータフレームに追加し、前記マルチキャストIDを要求
するための情報を前記新たなIEにカプセル化し、前記既存の制御フレームまたは既存の管
理フレームまたは既存のデータフレームを前記APに送信するように構成された請求項１７
に記載のSTA。
【請求項１９】
　前記第１４受信モジュールが、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャ
ストIDを受信した後に、前記APによって送信されるマルチキャストID変更メッセージを受
信するように構成された第１５受信モジュールであって、前記マルチキャストID変更メッ
セージは前記STAが属するマルチキャストグループの変更されたマルチキャストIDを含む
、第１５受信モジュールと、
　前記マルチキャストID変更メッセージに含まれる、前記STAが属するマルチキャストグ
ループの変更されたマルチキャストIDに従って、前記STAが属するマルチキャストグルー
プのマルチキャストIDを更新するように構成された第２更新モジュールと、
　をさらに備える請求項１８に記載のSTA。
【請求項２０】
　前記第１４受信モジュールが、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャ
ストIDを受信した後に、前記APによって送信されるマルチキャストID登録抹消メッセージ
を受信するように構成された第１６受信モジュールであって、前記マルチキャストID登録
抹消メッセージは前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを登録抹
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消する登録抹消指示を含む、第１６受信モジュールをさらに備える請求項１９に記載のST
A。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信技術に関し、特にマルチキャスト情報送信方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　802.11ahのアプリケーションシナリオにおいて、6000までのセンサステーション（Stat
ion、略してSTA）をサポートできる。例えば、STAは、水量メーター、電気メーター、ま
たはガスメーターそれぞれについて設定され得る。水量メーター、電気メーター、または
ガスメーターは、同じまたは異なる水の小売業者、電気の小売業者、およびガスの小売業
者に属し得る。同じまたは異なる水の小売業者、電気の小売業者、およびガスの小売業者
は、無線アクセスポイント（Access Point、略してAP）を通して、同じまたは異なる周期
で、水量メーター、電気メーター、およびガスメーターそれぞれに情報を送信し得る、ま
たは、要求されるときはいつでも、水量メーター、電気メーター、およびガスメーターを
更新し得る。上記のアプリケーションシナリオは、802.11ahのシナリオにおいて、各々の
APが異なる周期および異なる内容のマルチキャスト情報を異なるSTAに送信する必要があ
ることを示す。
【０００３】
　先行技術において、STAは、最初に、通常モードで動作する。通常動作モードにおいて
、STAは、配送トラフィック指示マップ（Delivery Traffic Indication Map、略してDTIM
）を含む各々のビーコンフレーム（英語：Beacon）を受信する。DTIMは、現在、送信され
る必要があるマルチキャスト情報が存在することを示す。STAが属するマルチキャストグ
ループが、すぐに送信されるべきダウンリンクデータを有するならば、STAはこのビーコ
ンフレームの後の全てのマルチキャスト情報を受信し、そしてその情報からSTAが属する
マルチキャストグループのマルチキャスト情報を選択する。STAによって実行されるビー
コンフレームの探索回数を減少させるために、柔軟なマルチキャストサービス（Flexible
 Multicast Service、略してFMS）モードが進んでいる。FMSモードにおいて、STAは、前
もってAPとネゴシエーションしてどのマルチキャスト周期を使用するかを決定する。STA
は、ネゴシエーションを通して決定されたマルチキャスト周期に従って、マルチキャスト
情報を受信するが、APは、送信されようとするマルチキャスト情報が属するマルチキャス
ト周期を識別するために、ビーコンフレーム内の８ビットのFMS IDを使用する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の実施例は、マルチキャスト情報送信方法および装置を提供し、これらはFMS ID
によってサポートされる制限された数のマルチキャスト周期によって引き起こされる制限
されたマルチキャストアプリケーションの課題を解決するために使用される。
【０００５】
　第１の態様において、本発明の実施例は、
　配送トラフィック指示マップDTIMビーコンフレームをステーションSTAに送信するステ
ップであって、前記DTIMビーコンフレームが、送信されるべきマルチキャスト情報を有す
るマルチキャストグループを示すために使用される、ステップと、
　前記STAが属するマルチキャストグループに対応する受信間隔で、前記STAが属するマル
チキャストグループのマルチキャスト情報を前記STAが受信するように、前記送信される
べきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子IDの順
序に従って、予め設定された送信間隔で、前記送信されるべきマルチキャスト情報を有す
るマルチキャストグループのマルチキャスト情報を送信するステップと、
　を含むマルチキャスト情報送信方法を提供する。
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【０００６】
　第１の態様の任意選択の実現方法において、前記方法は、配送トラフィック指示マップ
DTIMビーコンフレームをステーションSTAに送信する前記ステップの前に、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを前記STAに送信するステ
ップをさらに含む。
【０００７】
　第１の態様の任意選択の実現方法において、前記方法は、前記STAが属するマルチキャ
ストグループのマルチキャストIDを前記STAに送信する前記ステップの前に、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをアソシエーション識別
子AIDにマッピングするステップをさらに含む。
【０００８】
　第１の態様の任意選択の実現方法において、前記DTIMビーコンフレームが、送信される
べきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために使用されることは
、
　前記送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために
、前記DTIMビーコンフレーム内の部分仮想ビットマップを使用することを含む。
【０００９】
　第１の態様の任意選択の実現方法において、前記予め設定された送信間隔は、マルチキ
ャスト情報の平均送信持続期間、または、ビーコンフレーム間隔である。
【００１０】
　第２の態様において、本発明の実施例は、
　ステーションSTAにより、無線アクセスポイントAPによって送信される配送トラフィッ
ク指示マップDTIMビーコンフレームを受信するステップであって、前記DTIMビーコンフレ
ームが、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すため
に使用される、ステップと、
　前記STAにより、前記送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグル
ープのマルチキャスト識別子IDのうちの、前記STAが属するマルチキャストグループのマ
ルチキャストIDの順序に従って、前記STAが属するマルチキャストグループに対応する受
信間隔で、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト情報を前記APから
受信するステップと、
　を含むマルチキャスト情報受信方法を提供する。
【００１１】
　第２の態様の任意選択の実現方法において、前記受信間隔は、マルチキャスト情報の平
均送信持続期間、または、ビーコンフレーム間隔である。
【００１２】
　第２の態様の任意選択の実現方法において、送信されるべきマルチキャスト情報を有す
る各々のマルチキャストグループのマルチキャストIDはアソシエーション識別子AIDであ
る。
【００１３】
　第３の態様において、本発明の実施例は、
　ステーションSTAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子IDを決定す
るステップであって、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDはア
ソシエーション識別子AIDにマッピングされる、ステップと、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを前記STAに送信するステ
ップと、
　を含むマルチキャスト識別子送信方法を提供する。
【００１４】
　第３の態様の任意選択の実現方法において、前記STAが属するマルチキャストグループ
のマルチキャストIDをAIDにマッピングすることは、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを１つのAIDにおけるペー
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ジ、ブロック、または、サブブロックにマッピングすること、または、前記STAが属する
マルチキャストグループのマルチキャストIDを少なくとも２つのAIDにおけるブロックお
よびサブブロックにマッピングすることを含む。
【００１５】
　第３の態様の任意選択の実現方法において、前記STAが属するマルチキャストグループ
のマルチキャストIDを前記STAに送信する前記ステップは、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを管理フレームまたは制
御フレームにカプセル化し、前記フレームを前記STAに送信するステップ、または、
　新たな情報要素IEを既存の管理フレームまたは既存の制御フレームまたは既存のデータ
フレームに追加し、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを前記
新たなIEにカプセル化し、前記既存の管理フレームまたは既存の制御フレームまたは既存
のデータフレームを前記STAに送信するステップ
　を含む。
【００１６】
　第４の態様において、本発明の実施例は、
　ステーションSTAにより、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト識
別子IDを無線アクセスポイントAPから受信するステップであって、前記STAが属するマル
チキャストグループのマルチキャストIDはアソシエーション識別子AIDにマッピングされ
る、ステップと、
　前記STAにより、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを記録す
るステップと、
　を含むマルチキャスト識別子受信方法を提供する。
【００１７】
　第４の態様の任意選択の実現方法において、ステーションSTAにより、前記STAが属する
マルチキャストグループのマルチキャスト識別子IDを無線アクセスポイントAPから受信す
る前記ステップは、
　前記STAにより、前記APによって送信される管理フレームまたは制御フレームを受信す
るステップであって、前記管理フレームまたは制御フレームは前記STAが属するマルチキ
ャストグループのマルチキャストIDを含む、ステップ、または、
　前記STAにより、前記APによって送信される既存の管理フレームまたは既存の制御フレ
ームまたは既存のデータフレームを受信するステップであって、前記既存の管理フレーム
または既存の制御フレームまたは既存のデータフレームにおける新たな情報要素IEは前記
STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを含む、ステップ
　を含む。
【００１８】
　第４の態様の任意選択の実現方法において、ステーションSTAにより、前記STAが属する
マルチキャストグループのマルチキャスト識別子IDを無線アクセスポイントAPから受信す
る前記ステップは、
　前記STAにより、前記マルチキャストIDを要求するための情報を前記APに送信するステ
ップと、
　前記STAにより、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを受信す
るステップであって、前記マルチキャストIDは前記マルチキャストIDを要求するための情
報に従って前記APによって送信される、ステップと、
　を含む。
【００１９】
　第５の態様において、本発明の実施例は、無線アクセスポイントAPであって、
　配送トラフィック指示マップDTIMビーコンフレームをステーションSTAに送信するよう
に構成された第１送信モジュールであって、前記DTIMビーコンフレームが、送信されるべ
きマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために使用される、第１送
信モジュールと、
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　前記STAが属するマルチキャストグループに対応する受信間隔で、前記STAが属するマル
チキャストグループのマルチキャスト情報を前記STAが受信するように、前記送信される
べきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子IDの順
序に従って、予め設定された送信間隔で、前記送信されるべきマルチキャスト情報を有す
るマルチキャストグループのマルチキャスト情報を送信するように構成された第２送信モ
ジュールと、
　を含むAPを提供する。
【００２０】
　第５の態様の任意選択の実現方法において、前記APは、前記第１送信モジュールが前記
DTIMビーコンフレームを前記STAに送信する前に、前記STAが属するマルチキャストグルー
プのマルチキャストIDを前記STAに送信するように構成された第３送信モジュールをさら
に含む。
【００２１】
　第５の態様の任意選択の実現方法において、前記APは、前記第３送信モジュールが、前
記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを前記STAに送信する前に、前
記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをアソシエーション識別子AID
にマッピングするように構成されたマッピングモジュールをさらに含む。
【００２２】
　第５の態様の任意選択の実現方法において、前記DTIMビーコンフレームが、送信される
べきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために使用されることは
、
　前記送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために
、前記DTIMビーコンフレーム内の部分仮想ビットマップを使用することを含む。
【００２３】
　第６の態様において、本発明の実施例は、ステーションSTAであって、
　無線アクセスポイントAPによって送信される配送トラフィック指示マップDTIMビーコン
フレームを受信するように構成された第５受信モジュールであって、前記DTIMビーコンフ
レームが、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すた
めに使用される、第５受信モジュールと、
　前記送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマルチキャ
スト識別子IDのうちの、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDの
順序に従って、前記STAが属するマルチキャストグループに対応する受信間隔で、前記STA
が属するマルチキャストグループのマルチキャスト情報を前記APから受信するように構成
された第６受信モジュールと、
　を含むSTAを提供する。
【００２４】
　第６の態様の任意選択の実現方法において、前記受信間隔は、マルチキャスト情報の平
均送信持続期間、または、ビーコンフレーム間隔である。
【００２５】
　第６の態様の任意選択の実現方法において、送信されるべきマルチキャスト情報を有す
る各々のマルチキャストグループのマルチキャストIDはアソシエーション識別子AIDであ
る。
【００２６】
　第７の態様において、本発明の実施例は、無線アクセスポイントAPであって、
　ステーションSTAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子IDを決定す
るように構成された決定モジュールであって、前記STAが属するマルチキャストグループ
のマルチキャストIDはアソシエーション識別子AIDにマッピングされる、決定モジュール
と、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを前記STAに送信するよう
に構成された第１０送信モジュールと、
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　を含むAPを提供する。
【００２７】
　第７の態様の任意選択の実現方法において、前記決定モジュールが、前記STAが属する
マルチキャストグループのマルチキャストIDをAIDにマッピングするように構成されるこ
とは、
　前記決定モジュールが、特に、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャ
ストIDを１つのAIDにおけるいずれかのページ、ブロック、または、サブブロックにマッ
ピングする、または、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを少
なくとも２つのAIDにおけるブロックおよびサブブロックにマッピングするように構成さ
れることを含む。
【００２８】
　第７の態様の任意選択の実現方法において、前記第１０送信モジュールは、特に、前記
STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを管理フレームまたは制御フレ
ームにカプセル化し、前記フレームを前記STAに送信するように構成される、または、
　前記第１０送信モジュールは、特に、新たな情報要素IEを管理フレームまたは制御フレ
ームまたはデータフレームに追加し、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチ
キャストIDを前記新たなIEにカプセル化し、前記管理フレームまたは制御フレームまたは
データフレームを前記STAに送信するように構成される。
【００２９】
　第７の態様の任意選択の実現方法において、前記APは、前記STAによって送信される前
記マルチキャストIDを要求するための情報を受信するように構成された第１０受信モジュ
ールをさらに含み、
　前記第１０送信モジュールは、特に、前記マルチキャストIDを要求するための情報に従
って、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを前記STAに送信する
ように構成される。
【００３０】
　第８の態様において、本発明の実施例は、ステーションSTAであって、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子IDを無線アクセスポ
イントAPから受信するように構成された第１４受信モジュールであって、前記STAが属す
るマルチキャストグループのマルチキャストIDはアソシエーション識別子AIDにマッピン
グされる、第１４受信モジュールと、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを記録するように構成さ
れた記憶モジュールと、
　を含むSTAを提供する。
【００３１】
　第８の態様の任意選択の実現方法において、前記第１４受信モジュールは、特に、前記
APによって送信される管理フレームまたは制御フレームを受信するように構成され、前記
管理フレームまたは制御フレームは前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキ
ャストIDを含む、または、
　前記第１４受信モジュールは、特に、前記APによって送信される既存の管理フレームま
たは既存の制御フレームまたは既存のデータフレームを受信するように構成され、前記既
存の管理フレームまたは既存の制御フレームまたは既存のデータフレームにおける新たな
情報要素IEは前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを含む。
【００３２】
　第８の態様の任意選択の実現方法において、前記STAは、前記マルチキャストIDを要求
するための情報を前記APに送信するように構成された第１３送信モジュールをさらに含み
、
　前記第１４受信モジュールは、特に、前記STAが属するマルチキャストグループのマル
チキャストIDを受信するように構成され、前記マルチキャストIDは前記マルチキャストID
を要求するための情報に従って前記APによって送信される。
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【００３３】
　本発明の実施例において提供されるマルチキャスト情報送信および受信方法および装置
において、DTIMビーコンフレームは、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチ
キャストグループを示すために使用され、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマ
ルチキャストグループのマルチキャストIDの順序に従って、送信間隔で、APは送信される
べきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマルチキャスト情報を送信し
、STAは、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマルチ
キャストIDのうちの、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDの順序に
従って、対応する受信間隔で、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト情
報を受信し、それによって、先行技術における、各々のSTAがビーコンフレームの後の全
てのマルチキャスト情報を受信するという課題を解決し、この課題によって引き起こされ
るSTAリソースの浪費を減少させる。
【００３４】
　本発明の実施例において提供されるマルチキャスト識別子送信および受信方法および装
置において、AIDはマルチキャストグループのマルチキャストIDとして使用され、APは、S
TAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをSTAに送信し、それによって、S
TAは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを取得できる。マルチキ
ャストIDとしての役割を果たすAIDを用いて、AIDリソースの豊富さのおかげで、先行技術
における、FMS IDによってサポートされる制限された数のマルチキャスト周期によって引
き起こされる制限されたマルチキャストアプリケーションの課題はある程度解決される。
【００３５】
　下記は、本発明の実施例におけるまたは先行技術における技術的解決手段をより明確に
説明するために、実施例または先行技術を記載するために必要な添付図面を簡単に説明す
る。明らかに、以下の記載における添付図面は本発明のほんのいくつかの実施例を表わし
、この技術分野の当業者はこれらの添付図面から創作的な努力なしでさらに他の図面を導
き出し得る。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の実施例によるマルチキャスト情報送信方法のフローチャートである。
【図２】本発明のもう１つの実施例によるマルチキャスト情報送信方法のフローチャート
である。
【図３】本発明の実施例によるAIDの概要の構成図である。
【図４】本発明の実施例によるマルチキャスト情報受信方法のフローチャートである。
【図５】本発明の実施例によるマルチキャスト情報を受信する順序の概要図である。
【図６】本発明の実施例によるマルチキャスト情報を受信するもう１つの順序の概要図で
ある。
【図７】本発明のもう１つの実施例によるマルチキャスト情報受信方法のフローチャート
である。
【図８】本発明の実施例によるマルチキャスト識別子送信方法のフローチャートである。
【図９】本発明の実施例によるマルチキャスト識別子受信方法のフローチャートである。
【図１０】本発明の実施例によるAPの概要の構成図である。
【図１１】本発明のもう１つの実施例によるAPの概要の構成図である。
【図１２】本発明のさらにもう１つの実施例によるAPの概要の構成図である。
【図１３】本発明の実施例によるSTAの概要の構成図である。
【図１４】本発明のもう１つの実施例によるSTAの概要の構成図である。
【図１５】本発明のさらにもう１つの実施例によるSTAの概要の構成図である。
【図１６】本発明のさらにもう１つの実施例によるAPの概要の構成図である。
【図１７】本発明のさらにもう１つの実施例によるAPの概要の構成図である。
【図１８】本発明のさらにもう１つの実施例によるAPの概要の構成図である。
【図１９】本発明のさらにもう１つの実施例によるSTAの概要の構成図である。



(11) JP 6040465 B2 2016.12.7

10

20

30

40

50

【図２０】本発明のさらにもう１つの実施例によるSTAの概要の構成図である。
【図２１】本発明のさらにもう１つの実施例によるSTAの概要の構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　本発明の実施例の目的、技術的解決手段、および効果をより理解できるようにするため
に、下記は、本発明の実施例における添付図面を参照して、本発明の実施例における技術
的解決手段を明確かつ十分に記載する。明らかに、記載された実施例は本発明の実施例の
全てではなく一部に過ぎない。本発明の実施例に基づいて、創作的な努力なしで、この技
術分野の当業者によって得られる他の全ての実施例は、本発明の保護範囲内にある。
【００３８】
　図１は、本発明の実施例によるマルチキャスト情報送信方法のフローチャートである。
この実施例を実現するためのエンティティは、限定しないが、APであり得る。図１に表さ
れているように、この実施例における方法は次のステップを含む。
【００３９】
　ステップ１０１：DTIMビーコンフレームをSTAに送信し、ここで、DTIMビーコンフレー
ムは、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために
使用される。
【００４０】
　ステップ１０２：送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループ
のマルチキャスト識別子（Identifier、略してID）の順序に従って、各々の予め設定され
た送信間隔で、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマ
ルチキャスト情報を送信し、それによって、STAは、STAが属するマルチキャストグループ
に対応する受信間隔で、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト情報を受
信する。
【００４１】
　本発明の各々の実施例において、マルチキャストIDの順序は、降順または昇順であり得
る。APが送信を実行するときに適用されるマルチキャストIDの順序は、STAが受信を実行
するときに適用されるマルチキャストIDの順序と同じであり、すなわち、送信と受信の両
方が降順である、または、両方が昇順である。
【００４２】
　この実施例において、各々のマルチキャストグループは、マルチキャストグループをユ
ニークに識別するために使用されるマルチキャストIDを有する。送信されるべきマルチキ
ャスト情報を有する各々のマルチキャストグループのマルチキャスト情報はAPに記憶され
る。APがマルチキャスト情報を少なくとも１つのマルチキャストグループ内のSTAに送信
する必要があるとき、APはまずビーコンフレームをSTAに送信し、ここで、ビーコンフレ
ーム内のタイプ指示ビットは、ビーコンフレームがDTIMビーコンフレームであることを示
す。一態様において、DTIMビーコンフレームは、DTIMビーコンフレームの後にマルチキャ
スト情報が送信されることを示し、他の態様において、送信されるべきマルチキャスト情
報を有するマルチキャストグループを示す。そして、送信されるべきマルチキャスト情報
を有するマルチキャストグループのマルチキャストIDの順序に従って、各々の送信間隔で
、APはマルチキャストグループのマルチキャスト情報を送信する。従って、STAが属する
マルチキャストグループのマルチキャストIDに従って、STAは、対応する受信間隔で、し
かし、他のマルチキャストグループのマルチキャスト情報を受信することなく、STAが属
するマルチキャストグループのマルチキャスト情報を受信でき、それによって、先行技術
における、STAがビーコンフレームを受信した後にそのビーコンフレームの後の全てのマ
ルチキャスト情報を受信する必要があるという課題を解決し、この課題によって引き起こ
されるSTAリソースの浪費を減少させ、これは低電力消費を要求するSTAに特に適している
。
【００４３】
　任意選択の実現方法において、予め設定された送信間隔は、マルチキャスト情報の平均
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送信持続期間であり得る。従って、DTIMビーコンフレームをSTAに送信した後に、APは特
に、送信間隔としての時間を、送信されるべきマルチキャスト情報を有する各々のマルチ
キャストグループに割り当て、この時間は、マルチキャスト情報の平均送信持続期間であ
り、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマルチキャス
トIDの順序に従って割り当てられる。割り当てられた送信間隔で、対応するマルチキャス
トグループのマルチキャスト情報が送信される。このようにして、マルチキャストグルー
プのマルチキャスト情報は、マルチキャストIDの順序に従って送信される。
【００４４】
　任意選択で、マルチキャスト情報の平均送信持続期間は、予め設定された経験的な値で
あり得る。さらに、マルチキャスト情報の平均送信持続期間は、また、APが送信されるべ
きマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを決定した後、マルチキャスト情
報が送信される前に、各々のマルチキャストグループによって送信されるべきマルチキャ
スト情報のサイズおよび送信レートに従って計算され得る。
【００４５】
　任意選択の実現方法において、送信間隔はビーコンフレーム間隔（英語：Beacon Inter
val）であり得る。ここで、ビーコンフレーム間隔は２つのビーコンフレーム間の間隔を
指す。ここで、ビーコンフレームは、その指示ビットがトラフィック指示マップ（Traffi
c Indication Map、略してTIM）であるTIMビーコンフレームを含み、DTIMビーコンフレー
ムも含む。この実現方法において、APは、現在のDTIMビーコンフレームの後、次のDTIMビ
ーコンフレームの前に、TIMビーコンフレームを送信し得る。従って、APが現在のDTIMビ
ーコンフレームの後にマルチキャストグループのマルチキャスト情報を送信することは、
具体的には：APが、現在のDTIMビーコンフレーム、および、現在のDTIMビーコンフレーム
と次のDTIMビーコンフレームの間のTIMビーコンフレームの後に、マルチキャストグルー
プのマルチキャスト情報を送信すること、であり得る。言い換えると、APは、DTIMビーコ
ンフレームの後に、マルチキャストグループのマルチキャスト情報を送信するか、または
、次のDTIMビーコンフレームより前のTIMビーコンフレームの後に、マルチキャストグル
ープのマルチキャスト情報を送信し得る。
【００４６】
　２つのDTIMビーコンフレームの間にAPによって送信されるTIMビーコンフレームの数は
、適応的に決定され得ることに留意すべきである。２つのDTIMビーコンフレームの間のTI
Mビーコンフレームの数が送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグ
ループの数より大きいか等しいならば、好ましくは、APは、限定しないが、各々のTIMビ
ーコンフレームの後に、マルチキャストグループのマルチキャスト情報を送信し得る。２
つのDTIMビーコンフレームの間のTIMビーコンフレームの数が送信されるべきマルチキャ
スト情報を有するマルチキャストグループの数より小さいならば、APは、各々のマルチキ
ャストグループのマルチキャスト情報のSTAへの送信に成功できることを保証するために
、TIMビーコンフレームまたは現在のDTIMビーコンフレームのうち１つの後に、少なくと
も２つのマルチキャストグループのマルチキャスト情報を同時に送信し得る。
【００４７】
　図２は、本発明のもう１つの実施例によるマルチキャスト情報送信方法のフローチャー
トである。この実施例は、図１に表されている実施例に基づいて実現される。図２に表さ
れているように、この実施例における方法は、ステップ１０１の前に、次のステップを含
む。
【００４８】
　ステップ１００：STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをSTAに送信
する。
【００４９】
　APが、送信されるべきマルチキャスト情報を有する各々のマルチキャストグループのマ
ルチキャストIDの順序に従って、マルチキャストグループのマルチキャスト情報をSTAに
送信する前に、APは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをSTAに送
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信し得る。従って、STAは、前もって、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャ
ストIDを知り、そして、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDに対応
する受信間隔で、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト情報を受信する
。STAは、受信された、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをローカ
ルに記憶する。
【００５０】
　任意選択の実現方法において、APは、事前に（proactively）マルチキャストIDの割り
当てを開始し得る。すなわち、APは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャ
ストIDをSTAに事前に送信する。
【００５１】
　もう１つの任意選択の実現方法において、STAは、STAが属するマルチキャストグループ
のマルチキャストIDをAPに事前に要求し得る。従って、ステップ１０１の実現方法は、AP
が、STAによって送信される、マルチキャストIDを要求するための情報を受信し、APが、
受信された、マルチキャストIDを要求するための情報に従って、STAが属するマルチキャ
ストグループのマルチキャストIDをSTAに送信すること、を含む。STAによって送信される
、マルチキャストIDを要求するための情報は、STAの媒体アクセス制御（Media Access Co
ntrol、略してMAC）アドレスまたはIPアドレス、または、STAをユニークに識別できる他
の情報であり得る。APは、STAによって送信される、マルチキャストIDを要求するための
情報に従ってSTAを識別し、そして、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャス
トIDを決定する。任意選択で、マルチキャストIDを要求するための情報を受信した後、AP
は、マルチキャストIDをリアルタイムSTAに割り当て、または、予め割り当てられたマル
チキャストIDを直接に取得し得る。
【００５２】
　この実現方法において、STAは、次の具体的な実現方法で、マルチキャストIDを要求す
るための情報をAPに送信し得る。STAは、マルチキャストIDを要求するための情報を要求
メッセージにカプセル化し、その要求メッセージをAPに送信する。APのための、STAによ
って送信される、マルチキャストIDを要求するための情報を受信する具体的な方法は、AP
が、STAによって送信される要求メッセージを受信し、ここで、要求メッセージは、マル
チキャストIDを要求するための情報を含み、具体的には、APが、要求メッセージからマル
チキャストIDを要求するための情報を取得する。任意選択で、要求メッセージは、新たな
メッセージであり得る。
【００５３】
　この実現方法において、STAは、もう１つの具体的な実現方法で、マルチキャストIDを
要求するための情報をAPに送信し得る。STAは、新たな情報要素（Information Element、
略してIE）を既存の制御フレームまたは既存の管理フレームまたは既存のデータフレーム
に追加し、マルチキャストIDを要求するための情報をその新たなIEにカプセル化し、その
既存の制御フレームまたは既存の管理フレームまたは既存のデータフレームをAPに送信す
る。APのための、STAによって送信される、マルチキャストIDを要求するための情報を受
信する具体的な方法は、APが、STAによって送信される既存の制御フレームまたは既存の
管理フレームまたは既存のデータフレームを受信し、ここで、既存の制御フレームまたは
既存の管理フレームまたは既存のデータフレームにおける新たなIEは、マルチキャストID
を要求するための情報を含み、具体的には、APは、既存の制御フレームまたは既存の管理
フレームまたは既存のデータフレームにおける新たなIEからマルチキャストIDを要求する
ための情報を取得する。
【００５４】
　任意選択の実現方法において、APは、次の具体的な実現方法で、STAが属するマルチキ
ャストグループのマルチキャストIDをSTAに送信し得る。APは、STAが属するマルチキャス
トグループのマルチキャストIDを新たな管理フレームまたは新たな制御フレームにカプセ
ル化し、そのフレームをSTAに送信する。
【００５５】
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　任意選択の実現方法において、APは、もう１つの具体的な実現方法で、STAが属するマ
ルチキャストグループのマルチキャストIDをSTAに送信し得る。APは、新たなIEを既存の
管理フレームまたは既存の制御フレームまたは既存のデータフレームに追加し、STAが属
するマルチキャストグループのマルチキャストIDをその新たなIEにカプセル化し、その既
存の管理フレームまたは既存の制御フレームまたは既存のデータフレームをSTAに送信す
る。
【００５６】
　任意選択の実現方法において、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストI
DをAPから受信した後、STAは肯定応答（ACK）メッセージをAPに送信し得る。それによっ
て、APは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDの受信にSTAが成功し
たかどうかを早期に知ることができる。従って、APが、STAが属するマルチキャストグル
ープのマルチキャストIDをSTAに送信した後、この方法は、APにより、STAによって送信さ
れるACKメッセージを受信することを含む。任意選択で、STAがACKメッセージを送信する
ことを要求される場合、APが指定された時間内にACKメッセージを受信しないならば、STA
が属するマルチキャストグループのマルチキャストIDはSTAに再度送信される必要がある
。
【００５７】
　任意選択の実現方法において、APは、さらに、マルチキャストIDを登録抹消する処理を
開始し得る。従って、この実施例における方法は、さらに、APにより、マルチキャストID
登録抹消メッセージをSTAに送信することを含み得る。ここで、マルチキャストID登録抹
消メッセージは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを登録抹消す
る登録抹消指示を含む。任意選択で、マルチキャストID登録抹消メッセージは、さらに、
登録抹消されるべきマルチキャストID（すなわち、STAが属するマルチキャストグループ
のマルチキャストID）を含み得る。それに対応して、STAは、APによって送信されるマル
チキャストID登録抹消メッセージを受信し、従って、STAが属するマルチキャストグルー
プのマルチキャストIDが登録抹消される必要があることを知り、従って、マルチキャスト
IDとの結合関係を取り消す。任意選択で、マルチキャストID登録抹消メッセージを受信し
た後、STAは、マルチキャストID登録抹消メッセージが受信されたことをAPに通知するた
めに、ACKメッセージをAPに送信し得る。これに対応して、マルチキャストID登録抹消メ
ッセージをSTAに送信した後、APは、STAによって送信されるACKメッセージを受信する。S
TAがACKメッセージを送信することを要求される場合、APが指定された時間内にACKメッセ
ージを受信しないならば、マルチキャストID登録抹消メッセージはACKメッセージを受信
していない該当するSTAに再度送信される必要がある。
【００５８】
　APは、次の任意選択の実現方法で、マルチキャストID登録抹消メッセージをSTAに送信
し得る。APは、新たな管理フレームまたは新たな制御フレームを使用し、マルチキャスト
ID登録抹消メッセージをその新たな管理フレームまたは新たな制御フレームにカプセル化
し、そのフレームをSTAに送信する。
【００５９】
　APは、もう１つの任意選択の実現方法で、マルチキャストID登録抹消メッセージをSTA
に送信し得る。APは、新たなIEを既存の管理フレームまたは制御フレームまたはデータフ
レームに追加し、マルチキャストID登録抹消メッセージをその新たなIEにカプセル化し、
その既存の管理フレームまたは制御フレームまたはデータフレームを該当するSTAに送信
する。
【００６０】
　任意選択の実現方法において、マルチキャストIDの登録抹消の処理は、また、STAによ
って事前に開始され得る。例えば、マルチキャストグループとの結合関係を取り消す必要
があるとき、STAは、マルチキャストグループとの結合を取り消すことを要求するマルチ
キャストID登録抹消要求をAPに送信する。従って、この実施例における方法は、APにより
、STAによって送信されるマルチキャストID登録抹消要求を受信することをさらに含み、
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ここで、マルチキャストID登録抹消要求は、任意選択で、STAが属するマルチキャストグ
ループのマルチキャストID、すなわち、登録抹消されるべきマルチキャストIDを含み、そ
して、この方法は、受信されたマルチキャストID登録抹消要求に従って、STAが属するマ
ルチキャストグループのマルチキャストIDを登録抹消することさらに含む。任意選択で、
マルチキャストID登録抹消要求を受信した後、APは、ACKメッセージをSTAに送信し得る。
【００６１】
　STAは、次の任意選択の実現方法で、マルチキャストID登録抹消要求をAPに送信し得る
。STAは、要求メッセージを使用し、マルチキャストID登録抹消要求をその要求メッセー
ジにカプセル化し、その要求メッセージをAPに送信する。これに対応して、APは、次の具
体的な実現方法で、マルチキャストID登録抹消要求をSTAから受信し得る。APは、STAによ
って送信される要求メッセージを受信し、マルチキャストID登録抹消要求をその要求メッ
セージから取得する。ここで、要求メッセージは、また、新たなメッセージであり得る。
【００６２】
　STAは、もう１つの任意選択の実現方法で、マルチキャストID登録抹消要求をAPに送信
し得る。STAは、新たなIEを既存の制御フレームまたは管理フレームまたはデータフレー
ムに追加し、マルチキャストID登録抹消要求をその新たなIEにカプセル化し、その既存の
制御フレームまたは管理フレームまたはデータフレームをAPに送信する。これに対応して
、APは、次の具体的な実現方法で、マルチキャストID登録抹消要求をSTAから受信し得る
。APは、STAによって送信される既存の制御フレームまたは管理フレームまたはデータフ
レームを受信し、その制御フレームまたは管理フレームまたはデータフレームにおける新
たなIEからマルチキャストID登録抹消要求を取得する。
【００６３】
　任意選択の実現方法において、APは、さらに、マルチキャストIDの変更を開始し得る。
従って、この実施例における方法は、APにより、マルチキャストID変更メッセージをSTA
に送信することをさらに含み、ここで、マルチキャストID変更メッセージは、STAが属す
るマルチキャストグループの変更されたマルチキャストIDを含む。任意選択で、マルチキ
ャストID変更メッセージは、さらに、STAが属するマルチキャストグループの元のマルチ
キャストIDを含み得る。マルチキャストグループについて、マルチキャストグループの元
のマルチキャストIDは、変更されるべきマルチキャストIDであり、マルチキャストグルー
プによって使用される新たなマルチキャストIDは、変更されたマルチキャストIDである。
STAは、APによって送信されるマルチキャストID変更メッセージを受信し、従って、マル
チキャストIDが変更される必要があることを知り、変更されたマルチキャストIDを決定す
る。任意選択で、APによって送信されるマルチキャストID変更メッセージを受信した後、
STAはACKメッセージをAPに送信し得る。STAがACKメッセージを送信することを要求される
場合、APが指定された時間内にACKメッセージを受信しないならば、マルチキャストID変
更メッセージは、ACKメッセージを受信していない該当するSTAに再度送信される必要があ
る。
【００６４】
　APは、次の任意選択の実現方法で、マルチキャストID変更メッセージをSTAに送信し得
る。APは、新たな管理フレームまたは新たな制御フレームを使用し、マルチキャストID変
更メッセージをその新たな管理フレームまたは新たな制御フレームにカプセル化し、その
フレームをSTAに送信する。
【００６５】
　APは、もう１つの任意選択の実現方法で、マルチキャストID変更メッセージをSTAに送
信し得る。APは、新たなIEを既存の管理フレームまたは制御フレームまたはデータフレー
ムに追加し、マルチキャストID変更メッセージをその新たなIEにカプセル化し、その既存
の管理フレームまたは制御フレームまたはデータフレームを該当するSTAに送信する。
【００６６】
　任意選択の実現方法において、マルチキャストIDの変更は、また、STAによって事前に
開始され得る。例えば、マルチキャストIDを変更する必要があるとき、STAは、マルチキ
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ャストID変更要求をAPに送信し、そして、APによってマルチキャストID変更要求に従って
送信されるマルチキャストID変更メッセージを受信し得る。ここで、マルチキャストID変
更メッセージは、STAが属するマルチキャストグループの変更されたマルチキャストIDを
含む。従って、APは、次の実現方法で、マルチキャストID変更メッセージをSTAに送信し
得る。APは、STAによって送信されるマルチキャストID変更要求を受信し、そのマルチキ
ャストID変更要求に従って、マルチキャストID変更メッセージをSTAに送信する。マルチ
キャストID変更要求は、STAのMACアドレスまたはIPアドレス、または、STAをユニークに
識別できる他の情報を含み得る。任意選択で、APは、マルチキャストID変更要求において
搬送される情報に従って、新たなマルチキャストIDをSTAに割り当て、そして、変更され
たマルチキャストIDとして新たに割り当てられたマルチキャストIDをSTAに送信し得る。
【００６７】
　STAは、次の任意選択の実現方法で、マルチキャストID変更要求をAPに送信し得る。STA
は、新たな要求メッセージを使用し、マルチキャストID変更要求をその新たな要求メッセ
ージにカプセル化し、その要求メッセージをAPに送信する。これに対応して、APは、次の
具体的な実現方法で、マルチキャストID変更要求をSTAから受信し得る。APは、STAによっ
て送信される新たな要求メッセージを受信し、マルチキャストID変更要求をその新たな要
求メッセージから取得する。
【００６８】
　STAは、もう１つの任意選択の実現方法で、マルチキャストID変更要求をAPに送信し得
る。STAは、新たなIEを既存の制御フレームまたは管理フレームまたはデータフレームに
追加し、マルチキャストID変更要求をその新たなIEにカプセル化し、その既存の制御フレ
ームまたは管理フレームまたはデータフレームをAPに送信する。これに対応して、APは、
次の具体的な実現方法で、マルチキャストID変更要求をSTAから受信し得る。APは、STAに
よって送信される既存の制御フレームまたは管理フレームまたはデータフレームを受信し
、既存の制御フレームまたは管理フレームまたはデータフレームにおける新たなIEからマ
ルチキャストID変更要求を取得する。
【００６９】
　前述の実現方法は、APがどのように、マルチキャストIDをSTAに送信し、マルチキャス
トIDを登録抹消し、マルチキャストIDを変更し、マルチキャストIDの管理を実現するか、
に関して複数の実現される解決手段を与え、実現することは簡単で容易である。
【００７０】
　上記の実現方法に基づいて、任意選択で、上述した（STAが属するマルチキャストグル
ープを含む）各々のマルチキャストグループのマルチキャストIDは、MACアドレスまたはF
MS IDであり得るが、これらに限定されない。
【００７１】
　上記の実現方法に基づいて、任意選択で、上述した（STAが属するマルチキャストグル
ープを含む）各々のマルチキャストグループのマルチキャストIDは、少なくとも１つのア
ソシエーション識別子（Association ID、略してAID）である。ここで、AIDは、AID空間
においてユニキャストAIDとしての役割を果たすAID以外のAIDであり得る。APは、どのAID
がユニキャストAIDとしての役割を果たすか、および、どのAIDがマルチキャストIDとして
の役割を果たすかを決定し得る。すなわち、これは、マルチキャストIDとしての役割を果
たすAIDがユニキャストAIDとしての役割を果たすAIDと異なる限り適切である。
【００７２】
　マルチキャストグループのマルチキャストIDがAIDであることに基づいて、APが、STAが
属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをSTAに送信する前に、この方法は、A
Pにより、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを１つのAIDにマッピ
ングすること、または、APにより、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャス
トIDを少なくとも２つのAIDにマッピングすることを含み得る。
【００７３】
　先行技術において、より多くのSTAをサポートするために、STAのAIDは、ページ（英語
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：Page）、ブロック（英語：Block）、およびサブブロック（英語：Sub-block）に従って
、異なるグループに分割される。図３は、４つのページをサポートするAIDの構成を表わ
す。４つのページをサポートするAID構成において、１つのページは３２個のブロックを
含み、１個のブロックは８個のサブブロックを含み、１個のサブブロックは８個のSTAを
サポートし得る。このようにして、そのような構成のAIDは８１９２個のSTAをサポートし
得る。AID空間は十分である。この実現方法において、AIDのいくつかはマルチキャストID
として使用される。このようにして、追加のマルチキャストIDは設定される必要がなく、
ビーコンフレームは設定されたマルチキャストIDを搬送するために拡大される必要はなく
、これはビーコンフレームの圧縮に導く。
【００７４】
　AIDの実現構成に基づいて、APは、次の実現方法で、STAが属するマルチキャストグルー
プのマルチキャストIDをAIDにマッピングし得る。APは、STAが属するマルチキャストグル
ープのマルチキャストIDをAIDにおけるいずれかのページ、ブロック、および／または、
サブブロックにマッピングし得る。複数のマルチキャストグループのマルチキャストIDは
同じAIDを使用し得る。マルチキャストグループのマルチキャストIDは異なるページ、ブ
ロック、および／または、サブブロックにランダムに割り当てられ得る。
【００７５】
　AIDの実現構成に基づいて、APは、もう１つの実現方法で、STAが属するマルチキャスト
グループのマルチキャストIDをAIDにマッピングし得る。APは、STAが属するマルチキャス
トグループのマルチキャストIDをAIDにおける予め指定されたページ、ブロック、および
／または、サブブロックにマッピングする。同様に、また、複数のマルチキャストグルー
プのマルチキャストIDは同じAIDを使用し得る。マルチキャストグループのマルチキャス
トIDは予め指定されたページ、ブロック、および／または、サブブロックに割り当てられ
得る。このようにして、全てのマルチキャストグループのマルチキャストIDは、同じペー
ジ、ブロック、および／または、サブブロックに属し、これは管理を容易にする。
【００７６】
　AIDの実現構成に基づいて、APは、次の具体的な実現方法で、STAが属するマルチキャス
トグループのマルチキャストIDを少なくとも２つのAIDにマッピングし得る。APは、STAが
属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを少なくとも２つのAIDにおける異な
るページ、ブロック、および／または、サブブロックにマッピングする。複数のマルチキ
ャストグループのマルチキャストIDは、同じ少なくとも２つのAIDを使用し得る。マルチ
キャストグループのマルチキャストIDは、少なくとも２つAIDの異なるページ、ブロック
、および／または、サブブロックに割り当てられ得る。
【００７７】
　AIDの実現構成に基づいて、APは、もう１つの具体的な実現方法で、STAが属するマルチ
キャストグループのマルチキャストIDを少なくとも２つのAIDにマッピングし得る。APは
、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを少なくとも２つのAIDにおけ
る同じページ、ブロック、および／または、サブブロックにマッピングする。同様に、複
数のマルチキャストグループのマルチキャストIDは、同じ少なくとも２つのAIDを使用し
得る。マルチキャストグループのマルチキャストIDは、少なくとも２つAIDの同じページ
、ブロック、および／または、サブブロックに割り当てられ得る。
【００７８】
　結論として、AIDは、次の方法に限定しないが、次の方法で、マルチキャストグループ
のマルチキャストマルチキャストIDとして使用され得る。
【００７９】
　（１）１つのAIDは、１つまたはより多くのマルチキャストグループのマルチキャストI
Dに対応し、マルチキャストIDは、異なるページ、ブロック、および／または、サブブロ
ックにランダムに割り当てられ得る。
【００８０】
　（２）１つのAIDは、１つまたはより多くのマルチキャストグループのマルチキャストI
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Dに対応し、マルチキャストグループのマルチキャストIDを識別するために使用される全
てのAIDは、同じページ、ブロック、および／または、サブブロックを使用する。
【００８１】
　（３）１つのマルチキャストIDは、複数のAIDによって識別され得る。AIDは、同じまた
は異なるページ、ブロック、および／または、サブブロックを使用し得る。
【００８２】
　本発明の全ての実施例において、AIDによって示されるマルチキャストIDは、連続また
は不連続であり得ることに留意すべきである。
【００８３】
　上記の全ての実現方法において、AIDはマルチキャストグループのマルチキャストIDと
して使用される。FMS IDを使用する先行技術と比較して、マルチキャストIDとしての役割
を果たすAIDはAPによって指定することができ、STAはAPとネゴシエーションする必要がな
く、それによって、実現は比較的柔軟である。さらに、マルチキャストIDとしての役割を
果たすAIDは、マルチキャスト情報の送信周期について要求条件を課さず、マルチキャス
ト情報の定期的な送信およびマルチキャスト情報のランダムな送信の両方をサポートし、
より多くのアプリケーションシナリオに適用可能である。さらに、マルチキャストIDとし
ての役割を果たすAIDリソースはFMS IDより豊富であり、これはFMS IDによってサポート
される制限された数のマルチキャスト周期によって引き起こされる制限されたマルチキャ
ストアプリケーションの課題をある程度解決する。
【００８４】
　従って、任意選択の実現方法において、DTIMビーコンフレームは、次の方法で、送信さ
れるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示し得る。送信されるべ
きマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために、DTIMビーコンフレ
ーム内の部分仮想ビットマップ（英語：partial virtual bitmap）を使用すること。先行
技術において、ユニキャスト環境において、AIDに対応するSTAがダウンリンクデータを受
信する必要があることを示すために、部分仮想ビットマップが使用される。この実現方法
において、AIDはマルチキャストIDとして使用されるので、マルチキャスト環境において
、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために、ビ
ーコンフレーム内に存在する部分仮想ビットマップが使用され得る。例えば、部分仮想ビ
ットマップ内のAIDに対応するビットが１ならば、マルチキャストIDとしてこのAIDを使用
するマルチキャストグループが送信されるべきマルチキャスト情報を有することを示し、
部分仮想ビットマップ内の複数のAIDに対応するビットが１ならば、マルチキャストIDと
してこれらのAIDを使用するマルチキャストグループが送信されるべきマルチキャスト情
報を有することを示す。従って、AIDがマルチキャストIDとして使用されるとき、ビーコ
ンフレーム内に存在するビットは、さらに、送信されるべきマルチキャスト情報を有する
マルチキャストグループを通知するために使用され得る。ビーコンフレームは拡大される
必要がなく、これはビーコンフレームの圧縮に導く。
【００８５】
　結論として、本発明の実施例において提供されるマルチキャスト情報送信方法において
、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマルチキャスト
IDの順序に従って、送信間隔で、APは、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマル
チキャストグループのマルチキャスト情報を送信し、STAは、送信されるべきマルチキャ
スト情報を有するマルチキャストグループのマルチキャストIDのうちの、STAが属するマ
ルチキャストグループのマルチキャストIDの順序に従って、対応する受信間隔で、STAが
属するマルチキャストグループのマルチキャスト情報を受信し、それによって、先行技術
における、各々のSTAがビーコンフレームの後の全てのマルチキャスト情報を受信すると
いう課題を解決し、この課題によって引き起こされるSTAリソースの浪費を減少させる。
【００８６】
　図４は、本発明の実施例によるマルチキャスト情報受信方法のフローチャートである。
図４に表されているように、この実施例における方法は次のステップを含む。
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【００８７】
　ステップ４０１：STAは、APによって送信されるDTIMビーコンフレームを受信し、ここ
で、DTIMビーコンフレームは、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャス
トグループを示すために使用される。
【００８８】
　ステップ４０２：STAは、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャスト
グループのマルチキャストIDのうちの、STAが属するマルチキャストグループのマルチキ
ャストIDの順序に従って、STAが属するマルチキャストグループに対応する受信間隔で、S
TAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト情報をAPから受信する。
【００８９】
　この実施例において、各々のマルチキャストグループは、マルチキャストグループをユ
ニークに識別するために使用されるマルチキャストIDを有する。送信されるべきマルチキ
ャスト情報を有する各々のマルチキャストグループのマルチキャスト情報はAPに記憶され
る。APがマルチキャスト情報を少なくとも１つのマルチキャストグループ内のSTAに送信
する必要があるとき、APはまずビーコンフレームをSTAに送信し、ここで、ビーコンフレ
ーム内のタイプ指示ビットは、ビーコンフレームがDTIMビーコンフレームであることを示
す。一態様において、DTIMビーコンフレームは、DTIMビーコンフレームの後にマルチキャ
スト情報が送信されることをSTAに通知し、他の態様において、どのマルチキャストグル
ープが送信されるべきマルチキャスト情報を有するかをSTAに通知する。それに対応して
、STAは、APによって送信されるDTIMビーコンフレームを受信し、受信されたビーコンフ
レームを解析し、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを
知り、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDに従って、STAが属するマ
ルチキャストグループが、DTIMビーコンフレームによって示される、送信されるべきマル
チキャスト情報を有するマルチキャストグループであるかどうかを判定する。STAが属す
るマルチキャストグループが、DTIMビーコンフレームによって示される、送信されるべき
マルチキャスト情報を有するマルチキャストグループであるとSTAが判定したならば、STA
は、APによって送信されるマルチキャスト情報を受信するために準備する。
【００９０】
　APがDTIMビーコンフレームをSTAに送信した後、送信されるべきマルチキャスト情報を
有するマルチキャストグループのマルチキャストIDの順序に従って、各々の送信間隔で、
APはマルチキャストグループのマルチキャスト情報を送信する。STAのための、APに適合
可能な処理形態が使用される。すなわち、STAは、DTIMビーコンフレームにおいて示され
る、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマルチキャス
トIDのうちの、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDの順序を決定し
、そして、その順序に従ってSTAが属するマルチキャストグループに対応する受信間隔を
決定し、そして、STAは、対応する受信間隔で、しかし、他のマルチキャストグループの
マルチキャスト情報を受信することなく、STAが属するマルチキャストグループのマルチ
キャスト情報を受信し、それによって、先行技術における、STAがDTIMビーコンフレーム
を受信した後にDTIMビーコンフレームの後の全てのマルチキャスト情報を受信する必要が
あるという課題を解決し、この課題によって引き起こされるSTAリソースの浪費を減少さ
せ、これは低電力消費を要求するSTAに特に適している。
【００９１】
　任意選択の実現方法において、各々の受信間隔は、マルチキャスト情報の平均送信持続
期間である。従って、STAは、次の具体的な方法で、送信されるべきマルチキャスト情報
を有するマルチキャストグループのマルチキャストIDのうちの、STAが属するマルチキャ
ストグループのマルチキャストIDの順序に従って、STAが属するマルチキャストグループ
に対応する受信間隔で、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト情報をAP
から受信し得る。マルチキャスト情報の平均送信持続期間、および、送信されるべきマル
チキャスト情報を有するマルチキャストグループのマルチキャストIDのうちの、STAが属
するマルチキャストグループのマルチキャストIDの順序に従って、STAはそのウェイクア
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ップ時間を決定し、そして、マルチキャスト情報を受信する。図５に表わされているよう
に、３つのマルチキャストグループはマルチキャスト情報を送信する必要があり、ここで
、３つのマルチキャストグループは、それぞれ、第１マルチキャストグループ、第２マル
チキャストグループ、および第３マルチキャストグループであると仮定する。３つのマル
チキャストグループのマルチキャストIDが、第１マルチキャストグループから第２マルチ
キャストグループへ、そして第３マルチキャストグループへの降順で順位付けされる。従
って、３つのマルチキャストグループ内のSTAは、図５に表わされている方法で対応する
マルチキャスト情報を受信する。第１マルチキャストグループ内のSTAは、DTIMビーコン
フレームの後にウェイクアップし、それ自身のマルチキャスト情報（すなわち、第１マル
チキャストグループのマルチキャスト情報）を受信し、第２マルチキャストグループ内の
STAは、１つのマルチキャスト情報の平均送信持続期間の満了を待った後にウェイクアッ
プし、それ自身のマルチキャスト情報（すなわち、第２マルチキャストグループのマルチ
キャスト情報）を受信し、第３マルチキャストグループ内のSTAは、２つのマルチキャス
ト情報の平均送信持続期間の満了を待った後にウェイクアップし、それ自身のマルチキャ
スト情報（すなわち、第３マルチキャストグループのマルチキャスト情報）を受信する。
任意選択で、STAが１つのマルチキャスト情報の平均送信持続期間を待った後に毎回、STA
は、さらに、１つのSIFSを待ち得る。
例えば、STAが２つのマルチキャスト情報の平均送信持続期間を待つならば、合計の待っ
ている持続期間は（２つのマルチキャスト情報の平均送信持続期間＋２つのSIFS）である
。
【００９２】
　任意選択で、マルチキャスト情報の平均送信持続期間は、予め設定された経験的な値で
あり得る。さらに、マルチキャスト情報の平均送信持続期間は、また、APが送信されるべ
きマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを決定した後、マルチキャスト情
報が送信される前に、各々のマルチキャストグループによって送信されるべきマルチキャ
スト情報のサイズおよび送信レートに従って計算され、STAに送信され得る。
【００９３】
　任意選択の実現方法において、各々の受信間隔はビーコンフレーム間隔であり得る。こ
こで、ビーコンフレーム間隔は２つのビーコンフレーム間の間隔を指す。ここで、ビーコ
ンフレームは、TIMビーコンフレームおよびDTIMビーコンフレームの両方を含む。STAが属
するマルチキャストグループのマルチキャストIDの順序に従って、送信されるべきマルチ
キャスト情報を有する各々のマルチキャストグループ内のSTAは、現在のDTIMビーコンフ
レームを受信した後、次のDTIMビーコンフレームの前で、TIMビーコンフレームの後に、
そのマルチキャスト情報を受信し得る。DTIMビーコンフレームまたはTIMビーコンフレー
ムの後に、１つまたはより多くのマルチキャストグループのマルチキャスト情報が送信さ
れ得る。例えば、図６において、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャ
ストグループは、それぞれ、第１マルチキャストグループ、第２マルチキャストグループ
、および第３マルチキャストグループであり、３つのマルチキャストグループのマルチキ
ャストIDが、第１マルチキャストグループから第２マルチキャストグループへ、そして第
３マルチキャストグループへの降順で順位付けされると仮定する。従って、第１マルチキ
ャストグループ内のSTAは、現在のDTIMビーコンフレームの後にウェイクアップし、それ
自身のマルチキャスト情報（すなわち、第１マルチキャストグループのマルチキャスト情
報）を受信し、第２マルチキャストグループ内のSTAは、現在のDTIMビーコンフレームの
後の１番目のTIMビーコンフレームの後にウェイクアップし、それ自身のマルチキャスト
情報（すなわち、第２マルチキャストグループのマルチキャスト情報）を受信し、第３マ
ルチキャストグループ内のSTAは、現在のDTIMビーコンフレームの後の２番目のTIMビーコ
ンフレームの後にウェイクアップし、それ自身のマルチキャスト情報（すなわち、第３マ
ルチキャストグループのマルチキャスト情報）を受信する。２つのDTIMビーコンフレーム
の間にAPによって送信されるTIMビーコンフレームの数は、適応的に決定され得ることに
留意すべきである。
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【００９４】
　任意選択の実現方法において、マルチキャストIDは、限定しないが、MACアドレスまた
はFMS IDであり得る。
【００９５】
　任意選択の実現方法において、マルチキャストIDは少なくとも１つのAIDである。すな
わち、（STAが属するマルチキャストグループを含む）送信されるべきマルチキャスト情
報を有するマルチキャストグループのマルチキャストIDは、少なくとも１つのAIDである
。APは、どのAIDがユニキャストAIDとしての役割を果たすか、および、どのAIDがマルチ
キャストIDとしての役割を果たすかを決定し得る。すなわち、これは、マルチキャストID
としての役割を果たすAIDがユニキャストAIDとしての役割を果たすAIDと異なる限り適切
である。
【００９６】
　マルチキャストIDがAIDであることに基づいて、DTIMビーコンフレームは、次の方法で
、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示し得る。送信
されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために、DTIMビー
コンフレーム内の部分仮想ビットマップを使用すること。例えば、部分仮想ビットマップ
内のAIDに対応するビットが１ならば、マルチキャストIDとしてこのAIDを使用するマルチ
キャストグループが送信されるべきマルチキャスト情報を有することを示し、部分仮想ビ
ットマップ内の複数のAIDに対応するビットが１ならば、マルチキャストIDとしてこれら
のAIDを使用するマルチキャストグループが送信されるべきマルチキャスト情報を有する
ことを示す。従って、AIDがマルチキャストIDとして使用されるとき、ビーコンフレーム
内に存在するビットは、さらに、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャ
ストグループを通知するために使用され得る。ビーコンフレームは拡大される必要がなく
、これはビーコンフレームの圧縮に導く。
【００９７】
　任意選択の実現方法において、図７に表わされているように、この実施例における方法
は、ステップ４０１の前に、次のステップをさらに含む。
【００９８】
　ステップ４００：STAは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをAP
から受信する。
【００９９】
　ステップ４００を通して、STAは、前もって、STAが属するマルチキャストグループのマ
ルチキャストIDを知り、そして、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストI
Dに従って、対応する受信間隔で、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト
情報を受信することができる。
【０１００】
　任意選択の実現方法において、APは、事前にマルチキャストIDの割り当てを開始し得る
。すなわち、APは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをSTAに事前
に送信する。従って、具体的には、STAは、APによって事前に送信される、STAが属するマ
ルチキャストグループのマルチキャストIDを受信し得る。
【０１０１】
　任意選択の実現方法において、STAは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキ
ャストIDをAPに事前に要求し得る。従って、STAにより、STAが属するマルチキャストグル
ープのマルチキャストIDをAPから受信することは、STAにより、マルチキャストIDを要求
するための情報をAPに送信すること、そして、STAにより、STAが属するマルチキャストグ
ループのマルチキャストIDを受信することを含み、ここで、マルチキャストIDは、マルチ
キャストIDを要求するための情報に従って、APによって送信される。STAによって送信さ
れる、マルチキャストIDを要求するための情報は、STAのMACアドレスまたはIPアドレス、
または、STAをユニークに識別できる他の情報であり得る。APは、STAによって送信される
、マルチキャストIDを要求するための情報に従ってSTAを識別し、そして、STAが属するマ
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ルチキャストグループのマルチキャストIDを決定する。任意選択で、マルチキャストIDを
要求するための情報を受信した後、APは、マルチキャストIDをリアルタイムSTAに割り当
て、または、予め割り当てられたマルチキャストIDを直接に取得し得る。
【０１０２】
　STAは、次の任意選択の実現方法で、マルチキャストIDを要求するための情報をAPに送
信し得る。STAは、マルチキャストIDを要求するための情報を要求メッセージにカプセル
化し、その要求メッセージをAPに送信する。任意選択で、要求メッセージは、新たなメッ
セージであり得る。
【０１０３】
　STAは、もう１つの任意選択の実現方法で、マルチキャストIDを要求するための情報をA
Pに送信し得る。STAは、新たなIEを既存の制御フレームまたは既存の管理フレームまたは
既存のデータフレームに追加し、マルチキャストIDを要求するための情報をその新たなIE
にカプセル化し、その既存の制御フレームまたは既存の管理フレームまたは既存のデータ
フレームをAPに送信する。
【０１０４】
　STAは、次の任意選択の実現方法で、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャ
ストIDをAPから受信し得る。STAは、APによって送信される新たな管理フレームまたは新
たな制御フレームを受信し、ここで、新たな管理フレームまたは新たな制御フレームは、
STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを含み、従って、具体的には、S
TAは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを受信された新たな管理
フレームまたは新たな制御フレームから取得する。
【０１０５】
　STAは、もう１つの任意選択の実現方法で、STAが属するマルチキャストグループのマル
チキャストIDをAPから受信し得る。STAは、APによって送信される既存の管理フレームま
たは既存の制御フレームまたは既存のデータフレームを受信し、ここで、既存の管理フレ
ームまたは既存の制御フレームまたは既存のデータフレームにおける新たなIEは、STAが
属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを含み、具体的には、STAは、STAが属
するマルチキャストグループのマルチキャストIDを受信された既存の管理フレームまたは
既存の制御フレームまたは既存のデータフレームにおける新たなIEから取得する。
【０１０６】
　この実施例の任意選択の実現方法において、STAが属するマルチキャストグループのマ
ルチキャストIDをAPから受信した後、STAはACKメッセージをAPに送信し得る。このように
して、APは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをSTAが受信したか
どうかを早期に知ることができる。STAがACKメッセージを送信することを要求される場合
、APが指定された時間内にACKメッセージを受信しないならば、APは、STAが属するマルチ
キャストグループのマルチキャストIDをSTAに再度送信する必要がある。
【０１０７】
　任意選択の実現方法において、APは、さらに、マルチキャストIDを登録抹消する処理を
開始し得る。例えば、APは、マルチキャストID登録抹消メッセージをSTAに送信し、ここ
で、マルチキャストID登録抹消メッセージは、STAが属するマルチキャストグループのマ
ルチキャストIDを登録抹消する登録抹消指示を搬送する。従って、この実施例における方
法は、STAにより、APによって送信されるマルチキャストID登録抹消メッセージを受信し
、従って、STAが属するマルチキャストグループとの結合を取り消す必要性を知り、従っ
て、マルチキャストグループとの結合関係を取り消すことをさらに含む。任意選択で、マ
ルチキャストID登録抹消メッセージを受信した後、STAは、マルチキャストID登録抹消メ
ッセージが受信されたことをAPに通知するために、ACKメッセージをAPに送信し得る。こ
れに対応して、マルチキャストID登録抹消メッセージをSTAに送信した後、APは、STAによ
って送信されるACKメッセージを受信する。STAがACKメッセージを送信することを要求さ
れる場合、APが指定された時間内にACKメッセージを受信しないならば、マルチキャストI
D登録抹消メッセージはACKメッセージを受信していない該当するSTAに再度送信される必
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要がある。
【０１０８】
　APは、次の任意選択の実現方法で、マルチキャストID登録抹消メッセージをSTAに送信
し得る。APは、新たな管理フレームまたは制御フレームを使用し、マルチキャストID登録
抹消メッセージをその新たな管理フレームまたは制御フレームにカプセル化し、そのフレ
ームをSTAに送信する。これに対応して、STAは、APによって送信される新たな管理フレー
ムまたは制御フレームまたはデータフレームを受信し、マルチキャストID登録抹消メッセ
ージを受信された新たな管理フレームまたは制御フレームまたはデータフレームから取得
する。
【０１０９】
　APは、もう１つの任意選択の実現方法で、マルチキャストID登録抹消メッセージをSTA
に送信し得る。APは、新たなIEを既存の管理フレームまたは制御フレームまたはデータフ
レームに追加し、マルチキャストID登録抹消メッセージをその新たなIEにカプセル化し、
その既存の管理フレームまたは制御フレームまたはデータフレームを該当するSTAに送信
する。これに対応して、STAは、APによって送信される既存の管理フレームまたは制御フ
レームまたはデータフレームを受信し、マルチキャストID登録抹消メッセージを受信され
た既存の管理フレームまたは制御フレームまたはデータフレームから取得する。
【０１１０】
　任意選択の実現方法において、マルチキャストIDの登録抹消の処理は、また、STAによ
って事前に開始され得る。例えば、STAが属するマルチキャストグループとの結合関係を
取り消す必要があるとき、STAは、マルチキャストID登録抹消要求をAPに送信し、それに
よって、APは、マルチキャストID登録抹消要求に従って、STAが属するマルチキャストグ
ループのマルチキャストIDを登録抹消する。これに対応して、APは、STAによって送信さ
れるマルチキャストID登録抹消要求を受信し、任意選択で、マルチキャストID登録抹消要
求は、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストID、すなわち、登録抹消さ
れるべきマルチキャストIDを含み得る。任意選択で、マルチキャストID登録抹消要求を受
信した後、APは、ACKメッセージをSTAに送信し得る。これに対応して、STAは、APによっ
て送信されるACKメッセージを受信し、それによって、APがマルチキャストID登録抹消要
求を受信したことを早期に知り、マルチキャストIDの適時の登録抹消を容易にする。APが
ACKメッセージを返信することを要求される場合、STAが指定された時間内にAPからACKメ
ッセージを受信しないならば、STAはマルチキャストID登録抹消要求をAPに再度送信する
必要がある。
【０１１１】
　STAは、次の任意選択の実現方法で、マルチキャストID登録抹消要求をAPに送信し得る
。STAは、新たな要求メッセージを使用し、マルチキャストID登録抹消要求をその新たな
要求メッセージにカプセル化し、その要求メッセージをAPに送信する。
【０１１２】
　STAは、もう１つの任意選択の実現方法で、マルチキャストID登録抹消要求をAPに送信
し得る。STAは、新たなIEを既存の制御フレームまたは管理フレームまたはデータフレー
ムに追加し、マルチキャストID登録抹消要求をその新たなIEにカプセル化し、その既存の
制御フレームまたは管理フレームまたはデータフレームをAPに送信する。
【０１１３】
　任意選択の実現方法において、APは、さらに、マルチキャストIDの変更を開始し得る。
例えば、APは、マルチキャストID変更メッセージをSTAに送信し、ここで、マルチキャス
トID変更メッセージは、STAが属するマルチキャストグループの変更されたマルチキャス
トIDを含む。任意選択で、マルチキャストID変更メッセージは、さらに、STAが属するマ
ルチキャストグループの元のマルチキャストIDを含み得る。マルチキャストグループにつ
いて、マルチキャストグループの元のマルチキャストIDは、変更されるべきマルチキャス
トIDであり、マルチキャストグループの新たなマルチキャストIDは、変更されたマルチキ
ャストIDを指す。従って、この実施例における方法は、STAにより、APによって送信され
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るマルチキャストID変更メッセージを受信し、従って、マルチキャストIDが変更される必
要があることを知り、変更されたマルチキャストIDを決定することをさらに含む。そして
、STAは、マルチキャストID変更メッセージに含まれる、STAが属するマルチキャストグル
ープの変更されたマルチキャストIDに従って、STAが属するマルチキャストグループのマ
ルチキャストIDを更新する。任意選択で、APによって送信されるマルチキャストID変更メ
ッセージを受信した後、STAはACKメッセージをAPに送信し得る。STAがACKメッセージを送
信することを要求される場合、APが指定された時間内にACKメッセージを受信しないなら
ば、マルチキャストID変更メッセージは、ACKメッセージを受信していない該当するSTAに
再度送信される必要がある。
【０１１４】
　APは、次の任意選択の実現方法で、マルチキャストID変更メッセージをSTAに送信し得
る。APは、新たな管理フレームまたは制御フレームを使用し、マルチキャストID変更メッ
セージをその新たな管理フレームまたは制御フレームにカプセル化し、そのフレームをST
Aに送信する。これに対応して、STAは、APによって送信される新たな管理フレームまたは
制御フレームを受信し、マルチキャストID変更メッセージを受信された新たな管理フレー
ムまたは制御フレームから取得する。
【０１１５】
　APは、もう１つの任意選択の実現方法で、マルチキャストID変更メッセージをSTAに送
信し得る。APは、新たなIEを既存の管理フレームまたは制御フレームまたはデータフレー
ムに追加し、マルチキャストID変更メッセージをその新たなIEにカプセル化し、その既存
の管理フレームまたは制御フレームまたはデータフレームを該当するSTAに送信する。こ
れに対応して、STAは、APによって送信される既存の管理フレームまたは制御フレームま
たはデータフレームを受信し、マルチキャストID変更メッセージを受信された既存の管理
フレームまたは制御フレームまたはデータフレームにおける新たなIEから取得する。
【０１１６】
　任意選択の実現方法において、マルチキャストIDの変更は、また、STAによって事前に
開始され得る。従って、この実施例における方法は、マルチキャストIDを変更する必要が
あるとき、STAにより、マルチキャストID変更要求をAPに送信し、そして、APによってマ
ルチキャストID変更要求に従って送信されるマルチキャストID変更メッセージを受信する
ことをさらに含む。これに対応して、APは、STAによって送信されるマルチキャストID変
更要求を受信し、マルチキャストID変更要求に従って、変更されたマルチキャストIDをST
Aに送信する。マルチキャストID変更要求は、STAのMACアドレスまたはIPアドレス、また
は、STAをユニークに識別できる他の情報を含み得る。任意選択で、APは、マルチキャス
トID変更要求において搬送される情報に従って、新たなマルチキャストIDをSTAに割り当
て、そして、変更されたマルチキャストIDとして新たに割り当てられたマルチキャストID
をSTAに送信し得る。
【０１１７】
　STAは、次の任意選択の実現方法で、マルチキャストID変更要求をAPに送信し得る。STA
は、要求メッセージを使用し、マルチキャストID変更要求をその要求メッセージにカプセ
ル化し、その要求メッセージをAPに送信する。ここで、要求メッセージは、また、新たな
要求メッセージであり得る。
【０１１８】
　STAは、もう１つの任意選択の実現方法で、マルチキャストID変更要求をAPに送信し得
る。STAは、新たなIEを既存の制御フレームまたは管理フレームまたはデータフレームに
追加し、マルチキャストID変更要求をその新たなIEにカプセル化し、その既存の制御フレ
ームまたは管理フレームまたはデータフレームをAPに送信する。
【０１１９】
　前述の実現方法は、STAがどのように、STAが属するマルチキャストグループのマルチキ
ャストIDを受信し、マルチキャストIDを登録抹消し、マルチキャストIDを変更し、マルチ
キャストIDの管理を実現するか、に関して複数の実現される解決手段を与え、実現するこ
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とは簡単で容易である。
【０１２０】
　上記から分かるように、本発明の実施例において提供されるマルチキャスト情報受信方
法において、STAは、APによって送信されるDTIMビーコンフレームを受信し、そのDTIMビ
ーコンフレームに従って、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグ
ループを知り、そして、STAは、送信されるべきマルチキャスト情報を有する全てのマル
チキャストグループのマルチキャストIDのうちの、STAが属するマルチキャストグループ
のマルチキャストIDの順序に従って、対応する受信間隔で、STAが属するマルチキャスト
グループのマルチキャスト情報を受信し、それによって、先行技術における、各々のSTA
がビーコンフレームの後の全てのマルチキャスト情報を受信するという課題を解決し、こ
の課題によって引き起こされるSTAリソースの浪費を減少させる。
【０１２１】
　さらに、この実施例において提供されるマルチキャスト情報受信方法において、AIDは
マルチキャストIDとして使用される。FMS IDを使用する先行技術と比較して、マルチキャ
ストIDとしての役割を果たすAIDはAPによって指定することができ、STAはAPとネゴシエー
ションする必要がなく、それによって、実現は比較的柔軟である。さらに、マルチキャス
トIDとしての役割を果たすAIDは、マルチキャスト情報の送信周期について要求条件を課
さず、マルチキャスト情報の定期的な送信およびマルチキャスト情報のランダムな送信の
両方をサポートし、より多くのアプリケーションシナリオに適用可能である。さらに、マ
ルチキャストIDとしての役割を果たすAIDリソースはFMS IDより豊富であり、これはFMS I
Dによってサポートされる制限された数のマルチキャスト周期によって引き起こされる制
限されたマルチキャストアプリケーションの課題をある程度解決する。
【０１２２】
　先行技術において、FMSモードが進んでいる。FMSモードで動作するSTAは、DTIMビーコ
ンフレームを聴取する周期についてAPとネゴシエーションでき、それによって、各々のDT
IMビーコンフレームを聴取する必要がない。しかし、FMSモードは多くて８個の異なる周
期をサポートし、これは、８ビットのFMS IDによって識別され、実際の適用において柔軟
性を制限する。そのような課題に対処するため、本発明の次の実施例は、先行技術におい
て、FMS IDによってサポートされる制限された数のマルチキャスト周期によってマルチキ
ャストアプリケーションが制限される課題を解決する、マルチキャスト識別子送信方法お
よびマルチキャスト識別子受信方法を提供する。
【０１２３】
　図８は、本発明の実施例によるマルチキャスト識別子送信方法のフローチャートである
。この実施例を実現するためのエンティティはAPである。図８に表されているように、こ
の実施例における方法は次のステップを含む。
【０１２４】
　ステップ７０１：STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子IDを決
定し、ここで、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDは、AIDにマッピ
ングされる。
【０１２５】
　ステップ７０２：STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをSTAに送信
する。
【０１２６】
　APは、次の任意選択の実現方法で、ステーションSTAが属するマルチキャストグループ
のマルチキャストIDを決定し得る。APは、STAが属するマルチキャストグループのマルチ
キャストIDを１つのAIDにマッピングする。
【０１２７】
　APは、もう１つの任意選択の実現方法で、ステーションSTAが属するマルチキャストグ
ループのマルチキャストIDを決定し得る。APは、STAが属するマルチキャストグループの
マルチキャストIDを少なくとも２つのAIDにマッピングする。
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【０１２８】
　従って、APは、次の方法に限定しないが、次の任意選択の実現方法で、STAが属するマ
ルチキャストグループのマルチキャストIDを１つのAIDにマッピングし得る。
【０１２９】
　APは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをAIDにおけるいずれか
のページ、ブロック、および／または、サブブロックにマッピングする。
【０１３０】
　APは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをAIDにおける予め指定
されたページ、ブロック、および／または、サブブロックにマッピングする。
【０１３１】
　従って、APは、次の方法に限定しないが、次の任意選択の実現方法で、STAが属するマ
ルチキャストグループのマルチキャストIDを少なくとも２つのAIDにマッピングし得る。
【０１３２】
　APは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを少なくとも２つのAID
における異なるページ、ブロック、および／または、サブブロックにマッピングする。
【０１３３】
　APは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを少なくとも２つのAID
における同じページ、ブロック、および／または、サブブロックにマッピングする。
【０１３４】
　任意選択の実現方法において、APは、事前にマルチキャストIDの割り当てを開始し得る
。従って、APは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを該当するSTA
に事前に送信し得る。
【０１３５】
　任意選択の実現方法において、STAは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキ
ャストIDをAPに事前に要求し得る。従って、APは、次の実現方法で、STAが属するマルチ
キャストグループのマルチキャストIDをSTAに送信し得る。STAによって送信される、マル
チキャストIDを要求するための情報を受信し、そして、マルチキャストIDを要求するため
の情報に従って、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをSTAに送信す
ること。
【０１３６】
　APは、次の実現方法で、STAによって送信される、マルチキャストIDを要求するための
情報を受信し得る。APは、STAによって送信される要求メッセージを受信し、ここで、要
求メッセージは、マルチキャストIDを要求するための情報を含む。任意選択で、要求メッ
セージは、新たなメッセージであり得る。
【０１３７】
　APは、もう１つの実現方法で、STAによって送信される、マルチキャストIDを要求する
ための情報を受信し得る。APは、STAによって送信される既存の制御フレームまたは既存
の管理フレームまたは既存のデータフレームを受信し、ここで、既存の制御フレームまた
は既存の管理フレームまたは既存のデータフレームにおける新たなIEは、マルチキャスト
IDを要求するための情報を含む。
【０１３８】
　任意選択の実現方法において、APは、次の実現方法で、STAが属するマルチキャストグ
ループのマルチキャストIDをSTAに送信し得る。APは、STAが属するマルチキャストグルー
プのマルチキャストIDを新たな管理フレームまたは新たな制御フレームにカプセル化し、
そのフレームをSTAに送信する。
【０１３９】
　任意選択の実現方法において、APは、もう１つの実現方法で、STAが属するマルチキャ
ストグループのマルチキャストIDをSTAに送信し得る。APは、新たなIEを既存の管理フレ
ームまたは既存の制御フレームまたは既存のデータフレームに追加し、STAが属するマル
チキャストグループのマルチキャストIDをその新たなIEにカプセル化し、その既存の管理
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フレームまたは既存の制御フレームまたは既存のデータフレームをSTAに送信する。
【０１４０】
　任意選択の実現方法において、APが、STAが属するマルチキャストグループのマルチキ
ャストIDをSTAに送信した後、この方法は、APにより、STAによって送信されるACKメッセ
ージを受信することをさらに含む。このようにして、APは、STAが属するマルチキャスト
グループのマルチキャストIDをSTAが受信したかどうかを早期に好都合に知ることができ
る。STAがACKメッセージを返信することを要求される場合、APが指定された時間内にACK
メッセージを受信しないならば、APは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキ
ャストIDをSTAに再度送信する必要がある。
【０１４１】
　任意選択の実現方法において、APは、さらに、マルチキャストIDを登録抹消する処理を
開始し得る。従って、この実施例における方法は、さらに、APにより、マルチキャストID
登録抹消メッセージをSTAに送信することを含み得る。ここで、マルチキャストID登録抹
消メッセージは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを登録抹消す
る登録抹消指示を含む。任意選択で、マルチキャストID登録抹消メッセージは、さらに、
登録抹消されるべきマルチキャストID、すなわち、STAが属するマルチキャストグループ
のマルチキャストIDを含み得る。
【０１４２】
　APは、次の任意選択の実現方法で、マルチキャストID登録抹消メッセージをSTAに送信
し得る。APは、新たな管理フレームまたは制御フレームを使用し、マルチキャストID登録
抹消メッセージをその新たな管理フレームまたは制御フレームにカプセル化し、そのフレ
ームをSTAに送信する。
【０１４３】
　APは、もう１つの任意選択の実現方法で、マルチキャストID登録抹消メッセージをSTA
に送信し得る。APは、新たなIEを既存の管理フレームまたは制御フレームまたはデータフ
レームに追加し、マルチキャストID登録抹消メッセージをその新たなIEにカプセル化し、
その既存の管理フレームまたは制御フレームまたはデータフレームを該当するSTAに送信
する。
【０１４４】
　任意選択の実現方法で、APが、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストI
DをSTAに送信した後、この方法は、APにより、STAによって送信されるマルチキャストID
登録抹消要求を受信し、マルチキャストID登録抹消要求に従って、STAが属するマルチキ
ャストグループのマルチキャストIDを登録抹消することをさらに含み得る。
【０１４５】
　任意選択の実現方法において、APは、さらに、マルチキャストIDの変更を開始し得る。
従って、この実施例における方法は、APにより、マルチキャストID変更メッセージをSTA
に送信することをさらに含み、ここで、マルチキャストID変更メッセージは、STAが属す
るマルチキャストグループの変更されたマルチキャストIDを含む。任意選択で、マルチキ
ャストID変更メッセージは、さらに、変更されるべきマルチキャストID、すなわち、STA
が属するマルチキャストグループの元のマルチキャストIDを含み得る。マルチキャストグ
ループについて、ここでは、変更されるべきマルチキャストIDは、マルチキャストグルー
プの元のマルチキャストIDであり、変更されたマルチキャストIDは、マルチキャストグル
ープによって使用される新たなマルチキャストIDである。
【０１４６】
　任意選択で、APは、次の実現方法で、マルチキャストID変更メッセージをSTAに送信し
得る。APは、STAによって送信されるマルチキャストID変更要求を受信し、マルチキャス
トID変更要求に従って、マルチキャストID変更メッセージをSTAに送信する。
【０１４７】
　APは、次の任意選択の実現方法で、マルチキャストID変更メッセージをSTAに送信し得
る。APは、新たな管理フレームまたは制御フレームを使用し、マルチキャストID変更メッ
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セージをその新たな管理フレームまたは制御フレームにカプセル化し、そのフレームをST
Aに送信する。
【０１４８】
　APは、もう１つの任意選択の実現方法で、マルチキャストID変更メッセージをSTAに送
信し得る。APは、新たなIEを既存の管理フレームまたは制御フレームまたはデータフレー
ムに追加し、マルチキャストID変更メッセージをその新たなIEにカプセル化し、その既存
の管理フレームまたは制御フレームまたはデータフレームを該当するSTAに送信する。
【０１４９】
　上記の実現方法の詳細について、前述のマルチキャスト情報送信方法の実施例について
の説明が参照され得る。ここでさらに繰り返して説明しない。
【０１５０】
　上記から分かるように、この実施例において提供されるマルチキャスト識別子送信方法
において、AIDがマルチキャストグループのマルチキャストIDとして使用され、APは、STA
が属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをSTAに送信し、それによって、STA
は、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを取得できる。AIDリソース
の豊富さのおかげで、先行技術における、FMS IDによってサポートされる制限された数の
マルチキャスト周期によって引き起こされる制限されたマルチキャストアプリケーション
の課題はある程度解決される。さらに、この実施例において、AIDはマルチキャストグル
ープのマルチキャストIDとして使用される。FMS IDを使用する先行技術と比較して、マル
チキャストIDとしての役割を果たすAIDはAPによって指定することができ、STAはAPとネゴ
シエーションする必要がなく、それによって、実現は比較的柔軟である。さらに、マルチ
キャストIDとしての役割を果たすAIDは、マルチキャスト情報の送信周期について要求条
件を課さず、マルチキャスト情報の定期的な送信およびマルチキャスト情報のランダムな
送信の両方をサポートし、より多くのアプリケーションシナリオに適用可能である。
【０１５１】
　図９は、本発明の実施例によるマルチキャスト識別子受信方法のフローチャートである
。図９に表されているように、この実施例における方法は次のステップを含む。
【０１５２】
　ステップ８０１：STAは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子
IDをAPから受信し、ここで、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDは
、AIDにマッピングされる。
【０１５３】
　ステップ８０２：STAは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを記
録する。
【０１５４】
　任意選択の実現方法において、APは、マルチキャストIDの割り当てを開始し得る。従っ
て、STAは、次の具体的な方法で、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト
IDをAPから受信し得る。STAは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストID
を受信し、ここで、マルチキャストIDは、APによって事前に送信される。
【０１５５】
　任意選択の実現方法において、STAは、マルチキャストIDの割り当てを開始し得る。従
って、STAは、次の具体的な方法で、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャス
ト識別子IDをAPから受信し得る。STAは、マルチキャストIDを要求するための情報をAPに
送信し、そして、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子IDを受信
し、ここで、マルチキャストIDは、マルチキャストIDを要求するための情報に従って、AP
によって送信される。
【０１５６】
　STAは、次の任意選択の実現方法で、マルチキャストIDを要求するための情報をAPに送
信し得る。STAは、マルチキャストIDを要求するための情報を要求メッセージにカプセル
化し、その要求メッセージをAPに送信する。任意選択で、要求メッセージは、新たなメッ
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セージであり得る。
【０１５７】
　STAは、もう１つの任意選択の実現方法で、マルチキャストIDを要求するための情報をA
Pに送信し得る。STAは、新たなIEを既存の制御フレームまたは既存の管理フレームまたは
既存のデータフレームに追加し、マルチキャストIDを要求するための情報をその新たなIE
にカプセル化し、その既存の制御フレームまたは既存の管理フレームまたは既存のデータ
フレームをAPに送信する。
【０１５８】
　STAは、次の実現方法で、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子
IDをAPから受信し得る。STAは、APによって送信される新たな管理フレームまたは新たな
制御フレームを受信し、ここで、新たな管理フレームまたは新たな制御フレームは、STA
が属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを含む。
【０１５９】
　STAは、もう１つの実現方法で、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト
識別子IDをAPから受信し得る。STAは、APによって送信される既存の管理フレームまたは
既存の制御フレームまたは既存のデータフレームを受信し、ここで、既存の管理フレーム
または既存の制御フレームまたは既存のデータフレームにおける新たなIE は、STAが属す
るマルチキャストグループのマルチキャストIDを含む。
【０１６０】
　任意選択の実現方法において、この方法は、STAが属するマルチキャストグループのマ
ルチキャストIDをSTAがAPから受信した後、STAにより、ACKメッセージをAPに送信するこ
とを含む。
【０１６１】
　任意選択の実現方法において、APは、さらに、マルチキャストIDを登録抹消する処理を
開始し得る。従って、この実施例における方法は、STAにより、APによって送信されるマ
ルチキャストID登録抹消メッセージを受信することをさらに含み、ここで、マルチキャス
トID登録抹消メッセージは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを
登録抹消する登録抹消指示を含む。任意選択で、マルチキャストID登録抹消メッセージを
受信した後、STAは、マルチキャストID登録抹消メッセージが受信されたことをAPに通知
するために、ACKメッセージをAPに送信し得る。
【０１６２】
　APは、次の任意選択の実現方法で、マルチキャストID登録抹消メッセージをSTAに送信
し得る。APは、新たな管理フレームまたは制御フレームを使用し、マルチキャストID登録
抹消メッセージをその新たな管理フレームまたは制御フレームにカプセル化し、そのフレ
ームをSTAに送信する。これに対応して、STAは、APによって送信される新たな管理フレー
ムまたは制御フレームを受信し、マルチキャストID登録抹消メッセージを受信された新た
な管理フレームまたは制御フレームから取得する。
【０１６３】
　任意選択の実現方法において、マルチキャストIDを登録抹消する処理は、また、STAに
よって事前に開始され得る。従って、この実施例における方法は、STAが属するマルチキ
ャストグループとの結合関係を取り消す必要があるとき、STAにより、マルチキャストID
登録抹消要求をAPに送信することをさらに含み、それによって、APは、マルチキャストID
登録抹消要求に従って、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを登録
抹消し、それによって、マルチキャストグループとの結合を取り消す。
【０１６４】
　STAは、次の任意選択の実現方法で、マルチキャストID登録抹消要求をAPに送信し得る
。STAは、新たな要求メッセージを使用し、マルチキャストID登録抹消要求をその新たな
要求メッセージにカプセル化し、その要求メッセージをAPに送信する。
【０１６５】
　STAは、もう１つの任意選択の実現方法で、マルチキャストID登録抹消要求をAPに送信
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し得る。STAは、新たなIEを既存の制御フレームまたは管理フレームまたはデータフレー
ムに追加し、マルチキャストID登録抹消要求をその新たなIEにカプセル化し、その既存の
制御フレームまたは管理フレームまたはデータフレームをAPに送信する。
【０１６６】
　任意選択の実現方法において、APは、さらに、マルチキャストIDの変更を開始し得る。
従って、この実施例における方法は、STAにより、APによって送信されるマルチキャストI
D変更メッセージを受信することをさらに含み、ここで、マルチキャストID変更メッセー
ジは、STAが属するマルチキャストグループの変更されたマルチキャストIDを含む。マル
チキャストID変更メッセージに従って、STAは、マルチキャストIDを変更する必要性を知
り、変更されたマルチキャストIDを決定し、そして、マルチキャストID変更メッセージに
含まれる、STAが属するマルチキャストグループの変更されたマルチキャストIDに従って
、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを更新する。
【０１６７】
　任意選択の実現方法において、マルチキャストIDの変更は、また、STAによって事前に
開始され得る。従って、STAは、次の実現方法で、マルチキャストID変更メッセージをAP
から受信し得る。マルチキャストIDを変更する必要があるとき、STAは、マルチキャストI
D変更要求をAPに送信し、そして、APによってマルチキャストID変更要求に従って送信さ
れるマルチキャストID変更メッセージを受信し得る。
【０１６８】
　STAは、次の任意選択の実現方法で、マルチキャストID変更要求をAPに送信し得る。STA
は、要求メッセージを使用し、マルチキャストID変更要求をその要求メッセージにカプセ
ル化し、その要求メッセージをAPに送信する。ここで、要求メッセージは、また、新たな
メッセージであり得る。
【０１６９】
　STAは、もう１つの任意選択の実現方法で、マルチキャストID変更要求をAPに送信し得
る。STAは、新たなIEを既存の制御フレームまたは管理フレームまたはデータフレームに
追加し、マルチキャストID変更要求をその新たなIEにカプセル化し、その既存の制御フレ
ームまたは管理フレームまたはデータフレームをAPに送信する。
【０１７０】
　前述の実現方法は、STAがどのように、STAが属するマルチキャストグループのマルチキ
ャストIDを受信し、マルチキャストIDを登録抹消し、マルチキャストIDを変更し、マルチ
キャストIDの管理を実現するか、に関して複数の実現される解決手段を与え、実現するこ
とは簡単で容易である。
【０１７１】
　上記の実現方法の詳細について、前述のマルチキャスト情報送信方法の実施例について
の説明が参照され得る。ここでさらに繰り返して説明しない。
【０１７２】
　上記から分かるように、この実施例において提供されるマルチキャスト識別子受信方法
において、AIDがマルチキャストグループのマルチキャストIDとして使用され、STAは、ST
Aが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをAPから受信し、そして、AIDリソ
ースの豊富さを利用し、それによって、先行技術における、FMS IDによってサポートされ
る制限された数のマルチキャスト周期によって引き起こされる制限されたマルチキャスト
アプリケーションの課題はある程度解決される。さらに、この実施例において、AIDはマ
ルチキャストグループのマルチキャストIDとして使用される。FMS IDを使用する先行技術
と比較して、マルチキャストIDとしての役割を果たすAIDはAPによって指定することがで
き、STAはAPとネゴシエーションする必要がなく、それによって、実現は比較的柔軟であ
る。さらに、マルチキャストIDとしての役割を果たすAIDは、マルチキャスト情報の送信
周期について要求条件を課さず、マルチキャスト情報の定期的な送信およびマルチキャス
ト情報のランダムな送信の両方をサポートし、より多くのアプリケーションシナリオに適
用可能である。
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【０１７３】
　図１０は、本発明の実施例によるAPの概要の構成図である。図１０に表されているよう
に、この実施例におけるAPは、第１送信モジュール１００１および第２送信モジュール１
００２を含む。
【０１７４】
　第１送信モジュール１００１は、DTIMビーコンフレームをSTAに送信するように構成さ
れ、ここで、DTIMビーコンフレームは、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマル
チキャストグループを示すために使用される。第１送信モジュール１００１は、第２送信
モジュール１００２に接続され、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャ
ストグループについての情報を第２送信モジュール１００２に提供するように構成される
。
【０１７５】
　第２送信モジュール１００２は、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキ
ャストグループのマルチキャスト識別子IDの順序に従って、予め設定された送信間隔で、
送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマルチキャスト情
報を送信するように構成され、それによって、STAは、STAが属するマルチキャストグルー
プに対応する受信間隔で、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト情報を
受信する。
【０１７６】
　この実施例において提供されるAPの機能モジュールは、図１に表わされているマルチキ
ャスト情報送信方法の手順を実現するように構成され得る。これらのモジュールの詳細な
動作原理はここではさらに説明されず、方法の実施例における説明が参照され得る。
【０１７７】
　この実施例におけるAPは、DTIMビーコンフレームをSTAに送信し、ここで、DTIMビーコ
ンフレームは、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示
す。そして、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマル
チキャストIDの順序に従って、各々の送信間隔で、APはマルチキャストグループのマルチ
キャスト情報を送信する。従って、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャス
トIDに従って、STAは、対応する受信間隔で、しかし、他のマルチキャストグループのマ
ルチキャスト情報を受信することなく、STAが属するマルチキャストグループのマルチキ
ャスト情報を受信でき、それによって、先行技術における、STAがビーコンフレームを受
信した後にビーコンフレームの後の全てのマルチキャスト情報を受信する必要があるとい
う課題を解決し、この課題によって引き起こされるSTAリソースの浪費を減少させ、これ
は低電力消費を要求するSTAに特に適している。
【０１７８】
　図１１は、本発明のもう１つの実施例によるAPの概要の構成図である。この実施例は、
図１０に表されている実施例に基づいて実現される。図１１に表されているように、この
実施例におけるAPは、第１送信モジュール１００１および第２送信モジュール１００２も
含み、加えて、この実施例におけるAPは、第３送信モジュール１００３をさらに含む。
【０１７９】
　第３送信モジュール１００３は、第１送信モジュール１００１がDTIMビーコンフレーム
をSTAに送信する前に、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをSTAに
送信するように構成される。任意選択で、第３送信モジュール１００３は、第１送信モジ
ュール１００１に接続される。
【０１８０】
　任意選択の実現方法において、この実施例におけるAPは、マッピングモジュール１００
４をさらに含む。マッピングモジュール１００４は、第３送信モジュール１００３に接続
され、第３送信モジュール１００３が、STAが属するマルチキャストグループのマルチキ
ャストIDをSTAに送信する前に、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストID
をAIDにマッピングするように構成される。
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【０１８１】
　マッピングモジュール１００４は、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャ
ストIDをAIDにマッピングするように構成され得る。例えば、マッピングモジュール１０
０４は、具体的には、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをAIDにお
けるいずれかのページ、ブロック、および／または、サブブロックにマッピングするよう
に構成される、または、マッピングモジュール１００４は、具体的には、STAが属するマ
ルチキャストグループのマルチキャストIDをAIDにおける予め指定されたページ、ブロッ
ク、および／または、サブブロックにマッピングするように構成される。
【０１８２】
　マッピングモジュール１００４は、さらに、STAが属するマルチキャストグループのマ
ルチキャストIDを少なくとも２つのAIDにマッピングするように構成され得る。例えば、
マッピングモジュール１００４は、具体的には、STAが属するマルチキャストグループの
マルチキャストIDを少なくとも２つのAIDにおける異なるページ、ブロック、および／ま
たは、サブブロックにマッピングするように構成される、または、マッピングモジュール
１００４は、具体的には、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを少
なくとも２つのAIDにおける同じページ、ブロック、および／または、サブブロックにマ
ッピングするように構成される。
【０１８３】
　マルチキャストIDがAIDであることに基づいて、DTIMビーコンフレームは、次の方法で
、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示し得る。送信
されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために、DTIMビー
コンフレーム内の部分仮想ビットマップを使用すること。
【０１８４】
　任意選択の実現方法において、第３送信モジュール１００３は、具体的には、STAが属
するマルチキャストグループのマルチキャストIDを管理フレームまたは制御フレームにカ
プセル化し、そのフレームをSTAに送信するように構成される、または、
　第３送信モジュール１００３は、具体的には、新たなIEを既存の管理フレームまたは既
存の制御フレームまたは既存のデータフレームに追加し、STAが属するマルチキャストグ
ループのマルチキャストIDをその新たなIEにカプセル化し、その既存の管理フレームまた
は既存の制御フレームまたは既存のデータフレームをSTAに送信するように構成される。
【０１８５】
　任意選択の実現方法において、この実施例におけるAPは、第１受信モジュール１００５
をさらに含む。第１受信モジュール１００５は、STAによって送信される、マルチキャス
トIDを要求するための情報を受信するように構成される。従って、第３送信モジュール１
００３は、具体的には、第１受信モジュール１００５によって受信される、マルチキャス
トIDを要求するための情報に従って、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャ
ストIDをSTAに送信するように構成される。任意選択で、第１受信モジュール１００５は
、第３送信モジュール１００３に接続され、マルチキャストIDを要求するための情報を第
３送信モジュールに提供するように構成される。
【０１８６】
　第１受信モジュール１００５は、具体的には、STAによって送信される要求メッセージ
を受信するように構成され、ここで、要求メッセージは、マルチキャストIDを要求するた
めの情報を含む、または、
　第１受信モジュール１００５は、具体的には、STAによって送信される、既存の制御フ
レームまたは既存の管理フレームまたは既存のデータフレームを受信するように構成され
、ここで、既存の制御フレームまたは既存の管理フレームまたは既存のデータフレームに
おける新たなIEは、マルチキャストIDを要求するための情報を含む。
【０１８７】
　任意選択の実現方法において、この実施例におけるAPは、第２受信モジュール１００６
をさらに含む。第２受信モジュール１００６は、STAによって送信される肯定応答メッセ
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ージを受信するように構成される。任意選択で、第２受信モジュール１００６は、第３送
信モジュールに接続され、第３送信モジュール１００３が、STAが属するマルチキャスト
グループのマルチキャストIDをSTAに送信した後、肯定応答メッセージをSTAから受信する
ように構成される。
【０１８８】
　任意選択の実現方法において、この実施例におけるAPは、第４送信モジュール１００７
をさらに含む。第４送信モジュール１００７は、第３送信モジュール１００３が、STAが
属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをSTAに送信した後、マルチキャストI
D変更メッセージをSTAに送信するように構成され、ここで、マルチキャストID変更メッセ
ージは、STAが属するマルチキャストグループの変更されたマルチキャストIDを含む。第
４送信モジュール１００７は、第３送信モジュール１００３に接続される。
【０１８９】
　任意選択の実現方法において、この実施例におけるAPは、第３受信モジュール１００８
をさらに含む。第３受信モジュール１００８は、STAによって送信されるマルチキャストI
D変更要求を受信するように構成される。従って、第４送信モジュール１００７は、具体
的には、第３受信モジュール１００８によって受信されるマルチキャストID変更要求に従
って、マルチキャストID変更メッセージをSTAに送信するように構成される。任意選択で
、第４送信モジュール１００７は、第３受信モジュール１００８に接続される。
【０１９０】
　任意選択の実現方法において、この実施例におけるAPは、第５送信モジュール１００９
をさらに含む。第５送信モジュール１００９は、第３送信モジュール１００３が、STAが
属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをSTAに送信した後、マルチキャストI
D登録抹消メッセージをSTAに送信するように構成され、ここで、マルチキャストID登録抹
消メッセージは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを登録抹消す
る登録抹消指示を含む。任意選択で、第５送信モジュール１００９は、第３送信モジュー
ル１００３に接続される。
【０１９１】
　任意選択の実現方法において、この実施例におけるAPは、第４受信モジュール１０１０
および第１登録抹消モジュール１０１１をさらに含む。
【０１９２】
　第４受信モジュール１０１０は、第３送信モジュール１００３が、STAが属するマルチ
キャストグループのマルチキャストIDをSTAに送信した後、マルチキャストID登録抹消要
求をSTAから受信するように構成される。任意選択で、第４受信モジュール１０１０は、
第３送信モジュール１００３に接続される。
【０１９３】
　第１登録抹消モジュール１０１１は、第４受信モジュール１０１０に接続され、第４受
信モジュール１０１０によって受信されるマルチキャストID登録抹消要求に従って、STA
が属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを登録抹消するように構成される。
【０１９４】
　この実施例において提供されるAPの機能モジュールは、前述の実施例において提供され
るマルチキャスト情報送信方法の対応する手順を実現するように構成され得る。これらの
モジュールの詳細な動作原理はここではさらに説明されず、方法の実施例における説明が
参照され得る。
【０１９５】
　この実施例におけるAPは、DTIMビーコンフレームをSTAに送信し、ここで、DTIMビーコ
ンフレームは、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示
す。そして、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマル
チキャストIDの順序に従って、各々の送信間隔で、APはマルチキャストグループのマルチ
キャスト情報を送信する。従って、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャス
トIDに従って、STAは、対応する受信間隔で、しかし、他のマルチキャストグループのマ
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ルチキャスト情報を受信することなく、STAが属するマルチキャストグループのマルチキ
ャスト情報を受信でき、それによって、先行技術における、STAがビーコンフレームを受
信した後にビーコンフレームの後の全てのマルチキャスト情報を受信する必要があるとい
う課題を解決し、この課題によって引き起こされるSTAリソースの浪費を減少させる。
【０１９６】
　図１２は、本発明のさらにもう１つの実施例によるAPの概要の構成図である。図１２に
表わされているように、この実施例におけるAPは、メモリ１２０１および送信機１２０２
を含む。
【０１９７】
　メモリ１２０１は、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグルー
プのマルチキャスト情報を記憶するように構成される。
【０１９８】
　送信機１２０２は、メモリ１２０１に接続され、DTIMビーコンフレームをSTAに送信し
、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマルチキャスト
識別子IDの順序に従って、予め設定された送信間隔で、送信されるべきマルチキャスト情
報を有するマルチキャストグループのマルチキャスト情報を送信するように構成され、こ
こで、マルチキャスト情報はメモリ１２０１に記憶され、それによって、STAが属するマ
ルチキャストグループに対応する受信間隔で、STAが属するマルチキャストグループのマ
ルチキャスト情報をSTAが受信し、ここで、DTIMビーコンフレームは、送信されるべきマ
ルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために使用される。
【０１９９】
　この実施例において提供されるAPは、前述の実施例において提供されるマルチキャスト
情報送信方法の対応する手順を実現するように構成され得る。APの詳細な動作原理はここ
ではさらに説明されず、方法の実施例における説明が参照され得る。
【０２００】
　この実施例におけるAPは、DTIMビーコンフレームをSTAに送信し、ここで、DTIMビーコ
ンフレームは、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示
す。そして、APは、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループ
のマルチキャストIDの順序に従って、各々の送信間隔で、マルチキャストグループのマル
チキャスト情報を送信する。従って、STAは、STAが属するマルチキャストグループのマル
チキャストIDに従って、対応する受信間隔で、しかし、他のマルチキャストグループのマ
ルチキャスト情報を受信することなく、STAが属するマルチキャストグループのマルチキ
ャスト情報を受信でき、それによって、先行技術における、STAがビーコンフレームを受
信した後にビーコンフレームの後の全てのマルチキャスト情報を受信する必要があるとい
う課題を解決し、この課題によって引き起こされるSTAリソースの浪費を減少させる。
【０２０１】
　図１３は、本発明の実施例によるSTAの概要の構成図である。図１３に表わされている
ように、この実施例におけるSTAは、第５受信モジュール１３０１および第６受信モジュ
ール１３０２を含む。
【０２０２】
　第５受信モジュール１３０１は、APによって送信されるDTIMビーコンフレームを受信す
るように構成され、DTIMビーコンフレームは、送信されるべきマルチキャスト情報を有す
るマルチキャストグループを示すために使用される。
【０２０３】
　第６受信モジュール１３０２は、第５受信モジュール１３０１に接続され、第５受信モ
ジュール１３０１によって受信されるDTIMビーコンフレームによって示される、送信され
るべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子IDの
うちの、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDの
順序に従って、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグループに対応する受信
間隔で、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト情報
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をAPから受信するように構成される。
【０２０４】
　任意選択の実現方法において、各々の受信間隔は、マルチキャスト情報の平均送信持続
期間、または、ビーコンフレーム間隔である。
【０２０５】
　任意選択の実現方法において、送信されるべきマルチキャスト情報を有する各々のマル
チキャストグループのマルチキャストIDはAIDである。
【０２０６】
　マルチキャストIDがAIDであることに基づいて、DTIMビーコンフレームは、次の方法で
、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示し得る。送信
されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために、DTIMビー
コンフレーム内の部分仮想ビットマップを使用すること。
【０２０７】
　任意選択の実現方法において、図１４に表わされているように、この実施例におけるST
Aは、第７受信モジュール１３０３をさらに含む。第７受信モジュール１３０３は、第５
受信モジュール１３０１がDTIMビーコンフレームを受信する前に、この実施例においてST
Aが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをAPから受信するように構成され
る。
【０２０８】
　任意選択で、第７受信モジュール１３０３は、具体的には、APによって送信される管理
フレームまたは制御フレームを受信するように構成され、ここで、管理フレームまたは制
御フレームはこの実施例においてSTAが属するマルチキャストグループのマルチキャストI
Dを含み、管理フレームまたは制御フレームは新たに追加され得る、または、
　第７受信モジュール１３０３は、具体的には、APによって送信される既存の管理フレー
ムまたは既存の制御フレームまたは既存のデータフレームを受信するように構成され、こ
こで、既存の管理フレームまたは既存の制御フレームまたは既存のデータフレームにおけ
る新たなIEはこの実施例においてSTAが属するマルチキャストグループのマルチキャストI
Dを含む。
【０２０９】
　任意選択の実現方法において、図１４に表わされているように、この実施例におけるST
Aは、第６送信モジュール１３０４をさらに含む。第６送信モジュール１３０４は、マル
チキャストIDを要求するための情報をAPに送信するように構成される。従って、第７受信
モジュール１３０３は、具体的には、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグ
ループのマルチキャストIDを受信するように構成され、ここで、マルチキャストIDは、第
６送信モジュール１３０４によって送信される、マルチキャストIDを要求するための情報
に従って、APによって送信される。任意選択で、第７受信モジュール１３０３は、第６送
信モジュール１３０４に接続され、第６送信モジュール１３０４がマルチキャストIDを要
求するための情報を送信した後に、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグル
ープのマルチキャストIDをAPから受信するように構成される。
【０２１０】
　任意選択で、第６送信モジュール１３０４は、具体的には、マルチキャストIDを要求す
るための情報を要求メッセージにカプセル化し、その要求メッセージをAPに送信するよう
に構成される、または、
　第６送信モジュール１３０４は、具体的には、新たなIEを既存の制御フレームまたは既
存の管理フレームまたは既存のデータフレームに追加し、マルチキャストIDを要求するた
めの情報をその新たなIEにカプセル化し、既存の制御フレームまたは既存の管理フレーム
または既存のデータフレームをAPに送信するように構成される。
【０２１１】
　任意選択の実現方法において、図１４に表わされているように、この実施例におけるST
Aは、第７送信モジュール１３０５をさらに含む。第７送信モジュール１３０５は、第７
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受信モジュール１３０３がこの実施例においてSTAが属するマルチキャストグループのマ
ルチキャストIDを受信した後に、肯定応答メッセージをAPに送信するように構成される。
任意選択で、第７送信モジュール１３０５は、第７受信モジュール１３０３に接続される
。
【０２１２】
　任意選択の実現方法において、図１４に表わされているように、この実施例におけるST
Aは、第８受信モジュール１３０６および第１更新モジュール１３０７をさらに含む。
【０２１３】
　第８受信モジュール１３０６は、第７受信モジュール１３０３が、この実施例において
STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをAPから受信した後に、APによ
って送信されるマルチキャストID変更メッセージを受信するように構成され、ここで、マ
ルチキャストID変更メッセージは、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグル
ープの変更されたマルチキャストIDを含む。任意選択で、第８受信モジュール１３０６は
、第７受信モジュール１３０３に接続される。
【０２１４】
　第１更新モジュール１３０７は、第８受信モジュール１３０６に接続され、第８受信モ
ジュール１３０６によって受信されるマルチキャストID変更メッセージに含まれる、この
実施例においてSTAが属するマルチキャストグループの変更されたマルチキャストIDに従
って、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを更
新するように構成される。
【０２１５】
　任意選択の実現方法において、図１４に表わされているように、この実施例におけるST
Aは、第８送信モジュール１３０８をさらに含む。第８送信モジュール１３０８は、マル
チキャストID変更要求をAPに送信するように構成される。従って、第８受信モジュール１
３０６は、具体的には、APによってマルチキャストID変更要求に従って送信されるマルチ
キャストID変更メッセージを受信するように構成される。任意選択で、第８受信モジュー
ル１３０６は、第８送信モジュール１３０８に接続され、第８送信モジュール１３０８が
マルチキャストID変更要求を送信した後に、マルチキャストID変更メッセージをAPから受
信するように構成される。
【０２１６】
　任意選択の実現方法において、図１４に表わされているように、この実施例におけるST
Aは、第９受信モジュール１３０９をさらに含む。第９受信モジュール１３０９は、第７
受信モジュール１３０３がこの実施例においてSTAが属するマルチキャストグループのマ
ルチキャストIDをAPから受信した後に、APによって送信されるマルチキャストID登録抹消
メッセージを受信するように構成され、ここで、マルチキャストID登録抹消メッセージは
、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを登録抹
消する登録抹消指示を含む。任意選択で、第９受信モジュール１３０９は、第７受信モジ
ュール１３０３に接続される。
【０２１７】
　任意選択の実現方法において、図１４に表わされているように、この実施例におけるST
Aは、第９送信モジュール１３１０をさらに含む。第９送信モジュール１３１０は、第７
受信モジュール１３０３がこの実施例においてSTAが属するマルチキャストグループのマ
ルチキャストIDをAPから受信した後に、マルチキャストID登録抹消要求をAPに送信するよ
うに構成され、それによって、APは、マルチキャストID登録抹消要求に従って、この実施
例においてSTAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを登録抹消する。任
意選択で、第９送信モジュール１３１０は、第７受信モジュール１３０３に接続される。
【０２１８】
　この実施例において提供されるSTAの機能モジュールは、前述の実施例において提供さ
れるマルチキャスト情報受信方法の対応する手順を実現するように構成され得る。これら
のモジュールの詳細な動作原理はここでは説明されず、方法の実施例における説明が参照
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され得る。
【０２１９】
　この実施例におけるSTAは、前述の実施例において提供されるAPと協働し、APによって
送信されるDTIMビーコンフレームを受信し、DTIMビーコンフレームによって示されるよう
に、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを知り、そして
、STAは、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマルチ
キャストIDのうちの、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDの順序に
従って、STAが属するマルチキャストグループに対応する受信間隔で、他のマルチキャス
トグループのマルチキャスト情報を受信することなく、それ自身のマルチキャスト情報を
APから受信し、それによって、先行技術における、STAがビーコンフレームを受信した後
にビーコンフレームの後の全てのマルチキャスト情報を受信する必要があるという課題を
解決し、この課題によって引き起こされるSTAリソースの浪費を減少させる。
【０２２０】
　図１５は、本発明のさらにもう１つの実施例によるSTAの概要の構成図である。図１５
に表わされているように、この実施例におけるSTAは、受信機１５０１およびメモリ１５
０２を含む。
【０２２１】
　受信機１５０１は、APによって送信されるDTIMビーコンフレームを受信し、送信される
べきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子IDのう
ちの、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDの順
序に従って、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグループに対応する受信間
隔で、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト情報をA
Pから受信するように構成され、ここで、DTIMビーコンフレームは、送信されるべきマル
チキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために使用される。
【０２２２】
　メモリ１５０２は、受信機１５０１に接続され、この実施例においてSTAが属するマル
チキャストグループのマルチキャスト情報を記憶するように構成され、ここで、マルチキ
ャスト情報は、受信機１５０１によって受信される。
【０２２３】
　この実施例において提供されるSTAは、前述の実施例において提供されるマルチキャス
ト情報受信方法の対応する手順を実現するように構成され得る。APの詳細な動作原理はこ
こではさらに説明されず、方法の実施例における説明が参照され得る。
【０２２４】
　この実施例におけるSTAは、前述の実施例において提供されるAPと協働し、APによって
送信されるDTIMビーコンフレームを受信し、DTIMビーコンフレームによって示されるよう
に、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを知り、そして
、STAは、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマルチ
キャストIDのうちの、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDの順序に
従って、STAが属するマルチキャストグループに対応する受信間隔で、他のマルチキャス
トグループのマルチキャスト情報を受信することなく、それ自身のマルチキャスト情報を
APから受信し、それによって、先行技術における、STAがビーコンフレームを受信した後
にビーコンフレームの後の全てのマルチキャスト情報を受信する必要があるという課題を
解決し、この課題によって引き起こされるSTAリソースの浪費を減少させる。
【０２２５】
　図１６は、本発明のさらにもう１つの実施例によるAPの概要の構成図である。図１６に
表わされているように、この実施例におけるAPは、決定モジュール１６０１および第１０
送信モジュール１６０２を含む。
【０２２６】
　決定モジュール１６０１は、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストID
を決定するように構成され、ここで、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャ
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ストIDはAIDにマッピングされる。
【０２２７】
　第１０送信モジュール１６０２は、決定モジュール１６０１に接続され、STAが属する
マルチキャストグループのマルチキャストIDをSTAに送信するように構成され、ここで、
マルチキャストIDは、決定モジュール１６０１によって決定される。
【０２２８】
　任意選択の実現方法において、決定モジュール１６０１は、具体的には、STAが属する
マルチキャストグループのマルチキャストIDを１つのAIDにおけるいずれかのページ、ブ
ロック、または、サブブロックにマッピングするように構成される、例えば、決定モジュ
ール１６０１は、具体的には、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストID
を１つのAIDにおけるいずれかのページ、ブロック、および／または、サブブロックにマ
ッピングするように構成される、または、決定モジュール１６０１は、具体的には、STA
が属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを１つのAIDにおける予め指定され
たページ、ブロック、および／または、サブブロックにマッピングするように構成される
、または、
　決定モジュール１６０１は、具体的には、STAが属するマルチキャストグループのマル
チキャストIDを少なくとも２つのAIDにおけるブロックおよびサブブロックにマッピング
するように構成される、例えば、決定モジュール１６０１は、具体的には、STAが属する
マルチキャストグループのマルチキャストIDを少なくとも２つのAIDにおける異なるペー
ジ、ブロック、および／または、サブブロックにマッピングするように構成される、また
は、決定モジュール１６０１は、具体的には、STAが属するマルチキャストグループのマ
ルチキャストIDを少なくとも２つのAIDにおける同じページ、ブロック、および／または
、サブブロックにマッピングするように構成される。
【０２２９】
　任意選択の実現方法において、第１０送信モジュール１６０２は、具体的には、STAが
属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを管理フレームまたは制御フレームに
カプセル化し、そのフレームをSTAに送信するように構成され、ここで、制御フレームま
たは管理フレームは新たに追加され得る、または、
　第１０送信モジュール１６０２は、具体的には、新たなIEを管理フレームまたは制御フ
レームまたはデータフレームに追加し、STAが属するマルチキャストグループのマルチキ
ャストIDをその新たなIEにカプセル化し、管理フレームまたは制御フレームまたはデータ
フレームをSTAに送信するように構成され、ここで、管理フレーム、制御フレームまたは
データフレームは既存であり得る。
【０２３０】
　任意選択の実現方法において、図１７に表わされているように、この実施例におけるAP
は、第１０受信モジュール１６０３をさらに含む。第１０受信モジュール１６０３は、ST
Aによって送信される、マルチキャストIDを要求するための情報を受信するように構成さ
れる。従って、第１０送信モジュール１６０２は、具体的には、第１０受信モジュール１
６０３によって受信される、マルチキャストIDを要求するための情報に従って、STAが属
するマルチキャストグループのマルチキャストIDをSTAに送信するように構成される。任
意選択で、第１０送信モジュール１６０２は、また、第１０受信モジュール１６０３に接
続される。
【０２３１】
　任意選択で、第１０受信モジュール１６０３は、具体的には、STAによって送信される
要求メッセージを受信するように構成され、ここで、要求メッセージはマルチキャストID
を要求するための情報を含む、または、
　第１０受信モジュールは、具体的には、STAによって送信される既存の制御フレームま
たは既存の管理フレームまたは既存のデータフレームを受信するように構成され、ここで
、既存の制御フレームまたは既存の管理フレームまたは既存のデータフレームにおける新
たな情報要素IEはマルチキャストIDを要求するための情報を含む。
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【０２３２】
　任意選択の実現方法において、図１７に表わされているように、この実施例におけるAP
は、第１１受信モジュール１６０４をさらに含む。第１１受信モジュール１６０４は、第
１０送信モジュール１６０２が、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストI
DをSTAに送信した後に、肯定応答メッセージをSTAから受信するように構成される。任意
選択で、第１１受信モジュール１６０４は、第１０送信モジュール１６０２に接続される
。
【０２３３】
　任意選択の実現方法において、図１７に表わされているように、この実施例におけるAP
は、第１１送信モジュール１６０５をさらに含む。第１１送信モジュール１６０５は、第
１０送信モジュール１６０２が、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストI
DをSTAに送信した後に、マルチキャストID変更メッセージをSTAに送信するように構成さ
れ、ここで、マルチキャストID変更メッセージは、STAが属するマルチキャストグループ
の変更されたマルチキャストIDを含む。第１１送信モジュール１６０５は、第１０送信モ
ジュール１６０２に接続される。
【０２３４】
　任意選択の実現方法において、図１７に表わされているように、この実施例におけるAP
は、第１２受信モジュール１６０６をさらに含む。第１２受信モジュール１６０６は、ST
Aによって送信されるマルチキャストID変更要求を受信するように構成される。従って、
第１１送信モジュール１６０５は、具体的には、第１２受信モジュール１６０６によって
受信されるマルチキャストID変更要求に従って、マルチキャストID変更メッセージをSTA
に送信するように構成される。第１１送信モジュール１６０５は、第１２受信モジュール
１６０６に接続される。
【０２３５】
　任意選択の実現方法において、図１７に表わされているように、この実施例におけるAP
は、第１２送信モジュール１６０７をさらに含む。第１２送信モジュール１６０７は、第
１０送信モジュール１６０２が、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストI
DをSTAに送信した後に、マルチキャストID登録抹消メッセージをSTAに送信するように構
成され、ここで、マルチキャストID登録抹消メッセージは、STAが属するマルチキャスト
グループのマルチキャストIDを登録抹消するマルチキャストID登録抹消指示を含む。任意
選択で、第１２送信モジュール１６０７は、第１０送信モジュール１６０２に接続される
。
【０２３６】
　任意選択の実現方法において、図１７に表わされているように、この実施例におけるAP
は、第１３受信モジュール１６０８および第２登録抹消モジュール１６０９をさらに含む
。
【０２３７】
　第１３受信モジュール１６０８は、第１０送信モジュール１６０２が、STAが属するマ
ルチキャストグループのマルチキャストIDをSTAに送信した後に、マルチキャストID登録
抹消要求をSTAから受信するように構成される。任意選択で、第１３受信モジュール１６
０８は、第１０送信モジュール１６０２に接続される。
【０２３８】
　第２登録抹消モジュール１６０９は、第１３受信モジュール１６０８に接続され、第１
３受信モジュール１６０８によって受信されるマルチキャストID登録抹消要求に従って、
STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを登録抹消するように構成され
る。
【０２３９】
　この実施例において提供されるAPの機能モジュールは、前述の実施例において提供され
るマルチキャスト識別子送信方法の対応する手順を実現するように構成され得る。これら
のモジュールの詳細な動作原理はここではさらに説明されず、方法の実施例における説明



(40) JP 6040465 B2 2016.12.7

10

20

30

40

50

が参照され得る。
【０２４０】
　この実施例において提供されるAPは、AIDをマルチキャストグループのマルチキャストI
Dとして使用し、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをSTAに送信し
、それによって、STAは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを取得
できる。従って、AIDリソースの豊富さのおかげで、先行技術における、FMS IDによって
サポートされる制限された数のマルチキャスト周期によって引き起こされる制限されたマ
ルチキャストアプリケーションの課題はある程度解決される。さらに、この実施例におい
て提供されるAPは、AIDをマルチキャストグループのマルチキャストIDとして使用し、従
って、マルチキャストIDとしての役割を果たすAIDは、STAとネゴシエーションする必要が
なく直接に指定することができ、それによって、実現は比較的柔軟である。
【０２４１】
　図１８は、本発明のさらにもう１つの実施例によるAPの概要の構成図である。図１８に
表わされているように、この実施例におけるAPは、プロセッサ１８０１および送信機１８
０２を含む。
【０２４２】
　プロセッサ１８０１は、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子I
Dを決定するように構成され、ここで、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャ
ストIDはAIDにマッピングされる。
【０２４３】
　送信機１８０２は、プロセッサ１８０１に接続され、STAが属するマルチキャストグル
ープのマルチキャストIDをSTAに送信するように構成され、ここで、マルチキャストIDは
、プロセッサ１８０１によって決定される。
【０２４４】
　この実施例において提供されるAPは、前述の実施例において提供されるマルチキャスト
識別子送信方法の対応する手順を実現するように構成され得る。APの詳細な動作原理はこ
こではさらに説明されず、方法の実施例における説明が参照され得る。
【０２４５】
　この実施例において提供されるAPは、AIDをマルチキャストグループのマルチキャストI
Dとして使用し、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをSTAに送信し
、それによって、STAは、STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを取得
できる。従って、AIDリソースの豊富さのおかげで、先行技術における、FMS IDによって
サポートされる制限された数のマルチキャスト周期によって引き起こされる制限されたマ
ルチキャストアプリケーションの課題はある程度解決される。さらに、この実施例におい
て提供されるAPは、AIDをマルチキャストグループのマルチキャストIDとして使用し、従
って、マルチキャストIDとしての役割を果たすAIDは、STAとネゴシエーションする必要が
なく直接に指定することができ、それによって、実現は比較的柔軟である。
【０２４６】
　図１９は、本発明のさらにもう１つの実施例によるSTAの概要の構成図である。図１９
に表わされているように、この実施例におけるSTAは、第１４受信モジュール１９０１お
よび記憶モジュール１９０２を含む。
【０２４７】
　第１４受信モジュール１９０１は、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグ
ループのマルチキャストIDをAPから受信するように構成され、ここで、この実施例におい
てSTAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDはAIDにマッピングされる。
【０２４８】
　記憶モジュール１９０２は、第１４受信モジュール１９０１に接続され、この実施例に
おいてSTAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを記録するように構成さ
れ、ここで、マルチキャストIDは、第１４受信モジュール１９０１によって受信される。
【０２４９】
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　任意選択の実現方法において、第１４受信モジュール１９０１は、具体的には、APによ
って送信される管理フレームまたは制御フレームを受信するように構成され、ここで、管
理フレームまたは制御フレームは、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグル
ープのマルチキャストIDを含み、管理フレームまたは制御フレームは新たに追加され得る
、または、
　第１４受信モジュール１９０１は、具体的には、APによって送信される既存の管理フレ
ームまたは既存の制御フレームまたは既存のデータフレームを受信するように構成され、
ここで、既存の管理フレームまたは既存の制御フレームまたは既存のデータフレームにお
ける新たなIEは、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグループのマルチキャ
ストIDを含む。
【０２５０】
　任意選択の実現方法において、図２０に表わされているように、この実施例におけるST
Aは、第１３送信モジュール１９０３をさらに含む。第１３送信モジュール１９０３は、
マルチキャストIDを要求するための情報をAPに送信するように構成される。従って、第１
４受信モジュール１９０１は、具体的には、この実施例においてSTAが属するマルチキャ
ストグループのマルチキャストIDを受信するように構成され、ここで、マルチキャストID
は、マルチキャストIDを要求するための情報に従ってAPによって送信される。任意選択で
、第１３送信モジュール１９０３は、第１４受信モジュール１９０１に接続される。
【０２５１】
　任意選択で、第１３送信モジュール１９０３は、具体的には、マルチキャストIDを要求
するための情報を要求メッセージにカプセル化し、その要求メッセージをAPに送信するよ
うに構成される、または、
　第１３送信モジュール１９０３は、具体的には、新たなIEを既存の制御フレームまたは
既存の管理フレームまたは既存のデータフレームに追加し、マルチキャストIDを要求する
ための情報をその新たなIEにカプセル化し、既存の制御フレームまたは既存の管理フレー
ムまたは既存のデータフレームをAPに送信するように構成される。
【０２５２】
　任意選択の実現方法において、図２０に表わされているように、この実施例におけるST
Aは、第１４送信モジュール１９０４をさらに含む。第１４送信モジュール１９０４は、
第１４受信モジュール１９０１が、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグル
ープのマルチキャスト識別子IDを受信した後に、肯定応答メッセージをAPに送信するよう
に構成される。任意選択で、第１４送信モジュール１９０４は、第１４受信モジュール１
９０１に接続される。
【０２５３】
　任意選択の実現方法において、図２０に表わされているように、この実施例におけるST
Aは、第１５受信モジュール１９０５および第２更新モジュール１９０６をさらに含む。
【０２５４】
　第１５受信モジュール１９０５は、第１４受信モジュール１９０１が、この実施例にお
いてSTAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子IDを受信した後に、AP
によって送信されるマルチキャストID変更メッセージを受信するように構成され、ここで
、マルチキャストID変更メッセージは、この実施例においてSTAが属するマルチキャスト
グループの変更されたマルチキャストIDを含む。任意選択で、第１５受信モジュール１９
０５は、第１４受信モジュール１９０１に接続される。
【０２５５】
　第２更新モジュール１９０６は、第１５受信モジュール１９０５に接続され、第１５受
信モジュール１９０５によって受信されるマルチキャストID変更メッセージに含まれる、
この実施例においてSTAが属するマルチキャストグループの変更されたマルチキャストID
に従って、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグループのマルチキャストID
を更新するように構成される。
【０２５６】
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　任意選択の実現方法において、図２０に表わされているように、この実施例におけるST
Aは、第１５送信モジュール１９０７をさらに含む。第１５送信モジュール１９０７は、
マルチキャストID変更要求をAPに送信するように構成される。従って、第１５受信モジュ
ール１９０５は、具体的には、APによってマルチキャストID変更要求に従って送信される
マルチキャストID変更メッセージを受信するように構成される。任意選択で、第１５送信
モジュール１９０７は、第１５受信モジュール１９０５に接続される。
【０２５７】
　任意選択の実現方法において、図２０に表わされているように、この実施例におけるST
Aは、第１６受信モジュール１９０８をさらに含む。第１６受信モジュール１９０８は、
第１４受信モジュール１９０１が、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグル
ープのマルチキャスト識別子IDを受信した後に、APによって送信されるマルチキャストID
登録抹消メッセージを受信するように構成され、ここで、マルチキャストID登録抹消メッ
セージは、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグループのマルチキャストID
を登録抹消する登録抹消指示を含む。任意選択で、第１６受信モジュール１９０８は、第
１４受信モジュール１９０１に接続される。
【０２５８】
　任意選択の実現方法において、図２０に表わされているように、この実施例におけるST
Aは、第１６送信モジュール１９０９をさらに含む。第１６送信モジュール１９０９は、
第１４受信モジュール１９０１が、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグル
ープのマルチキャストIDを受信した後に、マルチキャストID登録抹消要求をAPに送信する
ように構成され、それによって、APは、マルチキャストID登録抹消要求に従って、この実
施例においてSTAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを登録抹消する。
任意選択で、第１６送信モジュール１９０９は、第１４受信モジュール１９０１に接続さ
れる。
【０２５９】
　この実施例において提供されるSTAの機能モジュールは、前述の実施例において提供さ
れるマルチキャスト識別子受信方法の対応する手順を実現するように構成され得る。これ
らのモジュールの詳細な動作原理はここではさらに説明されず、方法の実施例における説
明が参照され得る。
【０２６０】
　この実施例において提供されるSTAは、前述の実施例において提供されるAPと協働し、A
IDをマルチキャストグループのマルチキャストIDとして使用し、STAが属するマルチキャ
ストグループのマルチキャストIDをAPから受信し、AIDリソースの豊富さを利用し、それ
によって、先行技術における、FMS IDによってサポートされる制限された数のマルチキャ
スト周期によって引き起こされる制限されたマルチキャストアプリケーションの課題はあ
る程度解決される。さらに、この実施例において提供されるSTAは、APとネゴシエーショ
ンする必要がなく、AIDをマルチキャストグループのマルチキャストIDとして使用し、そ
れによって、実現は比較的柔軟である。
【０２６１】
　図２１は、本発明のさらにもう１つの実施例によるSTAの概要の構成図である。図２１
に表わされているように、この実施例におけるSTAは、受信機２１０１およびメモリ２１
０２を含む。
【０２６２】
　受信機２１０１は、この実施例においてSTAが属するマルチキャストグループのマルチ
キャストIDをAPから受信するように構成され、ここで、この実施例においてSTAが属する
マルチキャストグループのマルチキャストIDはAIDにマッピングされる。
【０２６３】
　メモリ２１０２は、受信機２１０１に接続され、この実施例においてSTAが属するマル
チキャストグループのマルチキャストIDを記録するように構成され、ここで、マルチキャ
ストIDは、受信機２１０１によって受信される。
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【０２６４】
　この実施例において提供されるSTAは、前述の実施例において提供されるマルチキャス
ト識別子受信方法の対応する手順を実現するように構成され得る。APの詳細な動作原理は
ここではさらに説明されず、方法の実施例における説明が参照され得る。
【０２６５】
　この実施例において提供されるSTAは、前述の実施例において提供されるAPと協働し、A
IDをマルチキャストグループのマルチキャストIDとして使用し、STAが属するマルチキャ
ストグループのマルチキャストIDをAPから受信し、AIDリソースの豊富さを利用し、それ
によって、先行技術における、FMS IDによってサポートされる制限された数のマルチキャ
スト周期によって引き起こされる制限されたマルチキャストアプリケーションの課題はあ
る程度解決される。さらに、この実施例において提供されるSTAは、APとネゴシエーショ
ンする必要がなく、AIDをマルチキャストグループのマルチキャストIDとして使用し、そ
れによって、実現は比較的柔軟である。
【０２６６】
　第１の態様において、本発明の実施例は、配送トラフィック指示マップDTIMビーコンフ
レームをステーションSTAに送信するステップであって、前記DTIMビーコンフレームが、
送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために使用さ
れる、ステップと、
　前記STAが属するマルチキャストグループに対応する受信間隔で、前記STAが属するマル
チキャストグループのマルチキャスト情報を前記STAが受信するように、前記送信される
べきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子IDの順
序に従って、予め設定された送信間隔で、前記送信されるべきマルチキャスト情報を有す
るマルチキャストグループのマルチキャスト情報を送信するステップと、
　を含むマルチキャスト情報送信方法を提供する。
【０２６７】
　第１の態様の任意選択の実現方法において、配送トラフィック指示マップDTIMビーコン
フレームをステーションSTAに送信する前記ステップの前に、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを前記STAに送信するステ
ップをさらに有する。
【０２６８】
　第１の態様の任意選択の実現方法において、前記STAが属するマルチキャストグループ
のマルチキャストIDを前記STAに送信する前記ステップの前に、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをアソシエーション識別
子AIDにマッピングするステップを有する。
【０２６９】
　第１の態様の任意選択の実現方法において、前記STAが属するマルチキャストグループ
のマルチキャストIDをAIDにマッピングする前記ステップは、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを１つのAIDにおけるペー
ジ、ブロック、または、サブブロックにマッピングするステップ、または、前記STAが属
するマルチキャストグループのマルチキャストIDを少なくとも２つのAIDにおけるブロッ
クおよびサブブロックにマッピングするステップを有する。
【０２７０】
　第１の態様の任意選択の実現方法において、前記DTIMビーコンフレームが、送信される
べきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために使用されることは
、
　前記送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために
、前記DTIMビーコンフレーム内の部分仮想ビットマップを使用することを含む。
【０２７１】
　第１の態様の任意選択の実現方法において、前記予め設定された送信間隔は、マルチキ
ャスト情報の平均送信持続期間、または、ビーコンフレーム間隔である。
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【０２７２】
　第２の態様において、本発明の実施例は、ステーションSTAにより、無線アクセスポイ
ントAPによって送信される配送トラフィック指示マップDTIMビーコンフレームを受信する
ステップであって、前記DTIMビーコンフレームが、送信されるべきマルチキャスト情報を
有するマルチキャストグループを示すために使用される、ステップと、
　前記STAにより、前記送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグル
ープのマルチキャスト識別子IDのうちの、前記STAが属するマルチキャストグループのマ
ルチキャストIDの順序に従って、前記STAが属するマルチキャストグループに対応する受
信間隔で、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト情報を前記APから
受信するステップと、
　を含むマルチキャスト情報受信方法を提供する。
【０２７３】
　第２の態様の任意選択の実現方法において、前記受信間隔は、マルチキャスト情報の平
均送信持続期間、または、ビーコンフレーム間隔である。
【０２７４】
　第２の態様の任意選択の実現方法において、送信されるべきマルチキャスト情報を有す
る各々のマルチキャストグループのマルチキャストIDはアソシエーション識別子AIDであ
る。
【０２７５】
　第２の態様の任意選択の実現方法において、前記DTIMビーコンフレームが、送信される
べきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために使用されることは
、
　前記送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために
、前記DTIM内の部分仮想ビットマップを使用することを含む。
【０２７６】
　第２の態様の任意選択の実現方法において、ステーションSTAにより、無線アクセスポ
イントAPによって送信される配送トラフィック指示マップDTIMビーコンフレームを受信す
る前記ステップの前に、
　前記STAにより、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを前記AP
から受信するステップを有する。
【０２７７】
　第３の態様において、本発明の実施例は、ステーションSTAが属するマルチキャストグ
ループのマルチキャスト識別子IDを決定するステップであって、前記STAが属するマルチ
キャストグループのマルチキャストIDはアソシエーション識別子AIDにマッピングされる
、ステップと、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを前記STAに送信するステ
ップと、
　を含むマルチキャスト識別子送信方法を提供する。
【０２７８】
　第３の態様の任意選択の実現方法において、前記STAが属するマルチキャストグループ
のマルチキャストIDをAIDにマッピングすることは、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを１つのAIDにおけるペー
ジ、ブロック、または、サブブロックにマッピングすること、または、前記STAが属する
マルチキャストグループのマルチキャストIDを少なくとも２つのAIDにおけるブロックお
よびサブブロックにマッピングすることを含む。
【０２７９】
　第３の態様の任意選択の実現方法において、前記STAが属するマルチキャストグループ
のマルチキャストIDを前記STAに送信する前記ステップは、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを管理フレームまたは制
御フレームにカプセル化し、前記フレームを前記STAに送信するステップ、または、
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　新たな情報要素IEを既存の管理フレームまたは既存の制御フレームまたは既存のデータ
フレームに追加し、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを前記
新たなIEにカプセル化し、前記既存の管理フレームまたは既存の制御フレームまたは既存
のデータフレームを前記STAに送信するステップ
　を有する。
【０２８０】
　第３の態様の任意選択の実現方法において、前記STAが属するマルチキャストグループ
のマルチキャストIDを前記STAに送信する前記ステップは、
　前記STAによって送信される前記マルチキャストIDを要求するための情報を受信するス
テップと、
　前記マルチキャストIDを要求するための情報に従って、前記STAが属するマルチキャス
トグループのマルチキャストIDを前記STAに送信するステップと、
　を有する。
【０２８１】
　第３の態様の任意選択の実現方法において、前記STAによって送信される前記マルチキ
ャストIDを要求するための情報を受信する前記ステップは、
　前記STAによって送信される要求メッセージを受信するステップであって、前記要求メ
ッセージは前記マルチキャストIDを要求するための情報を含む、ステップ、または、
　前記STAによって送信される既存の制御フレームまたは既存の管理フレームまたは既存
のデータフレームを受信するステップであって、前記既存の制御フレームまたは既存の管
理フレームまたは既存のデータフレームにおける新たな情報要素IEは前記マルチキャスト
IDを要求するための情報を含む、ステップ
　を有する。
【０２８２】
　第３の態様の任意選択の実現方法において、前記STAが属するマルチキャストグループ
のマルチキャストIDを前記STAに送信する前記ステップの後に、
　マルチキャストID登録抹消メッセージを前記STAに送信するステップであって、前記マ
ルチキャストID登録抹消メッセージは前記STAが属するマルチキャストグループのマルチ
キャストIDを登録抹消する登録抹消指示を含む、ステップ
　を有する。
【０２８３】
　第４の態様において、本発明の実施例は、ステーションSTAにより、前記STAが属するマ
ルチキャストグループのマルチキャスト識別子IDを無線アクセスポイントAPから受信する
ステップであって、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDはアソ
シエーション識別子AIDにマッピングされる、ステップと、
　前記STAにより、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを記録す
るステップと、
　を含むマルチキャスト識別子受信方法を提供する。
【０２８４】
　第４の態様の任意選択の実現方法において、ステーションSTAにより、前記STAが属する
マルチキャストグループのマルチキャスト識別子IDを無線アクセスポイントAPから受信す
る前記ステップは、
　前記STAにより、前記APによって送信される管理フレームまたは制御フレームを受信す
るステップであって、前記管理フレームまたは制御フレームは前記STAが属するマルチキ
ャストグループのマルチキャストIDを含む、ステップ、または、
　前記STAにより、前記APによって送信される既存の管理フレームまたは既存の制御フレ
ームまたは既存のデータフレームを受信するステップであって、前記既存の管理フレーム
または既存の制御フレームまたは既存のデータフレームにおける新たな情報要素IEは前記
STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを含む、ステップ
　を有する。
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【０２８５】
　第４の態様の任意選択の実現方法において、ステーションSTAにより、前記STAが属する
マルチキャストグループのマルチキャスト識別子IDを無線アクセスポイントAPから受信す
る前記ステップは、
　前記STAにより、前記マルチキャストIDを要求するための情報を前記APに送信するステ
ップと、
　前記STAにより、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを受信す
るステップであって、前記マルチキャストIDは前記マルチキャストIDを要求するための情
報に従って前記APによって送信される、ステップと、
　を有する。
【０２８６】
　第４の態様の任意選択の実現方法において、前記STAにより、前記マルチキャストIDを
要求するための情報を前記APに送信する前記ステップは、
　前記STAにより、前記マルチキャストIDを要求するための情報を要求メッセージにカプ
セル化し、前記要求メッセージを前記APに送信するステップ、または、
　前記STAにより、新たな情報要素IEを既存の制御フレームまたは既存の管理フレームま
たは既存のデータフレームに追加し、前記マルチキャストIDを要求するための情報を前記
新たなIEにカプセル化し、前記既存の制御フレームまたは既存の管理フレームまたは既存
のデータフレームを前記APに送信するステップ
　を有する。
【０２８７】
　第５の態様において、本発明の実施例は、無線アクセスポイントAPであって、
　配送トラフィック指示マップDTIMビーコンフレームをステーションSTAに送信するよう
に構成された第１送信モジュールであって、前記DTIMビーコンフレームが、送信されるべ
きマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために使用される、第１送
信モジュールと、
　前記STAが属するマルチキャストグループに対応する受信間隔で、前記STAが属するマル
チキャストグループのマルチキャスト情報を前記STAが受信するように、前記送信される
べきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子IDの順
序に従って、予め設定された送信間隔で、前記送信されるべきマルチキャスト情報を有す
るマルチキャストグループのマルチキャスト情報を送信するように構成された第２送信モ
ジュールと、
　を含むAPを提供する。
【０２８８】
　第５の態様の任意選択の実現方法において、前記第１送信モジュールが前記DTIMビーコ
ンフレームを前記STAに送信する前に、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチ
キャストIDを前記STAに送信するように構成された第３送信モジュールをさらに備える。
【０２８９】
　第５の態様の任意選択の実現方法において、前記第３送信モジュールが、前記STAが属
するマルチキャストグループのマルチキャストIDを前記STAに送信する前に、前記STAが属
するマルチキャストグループのマルチキャストIDをアソシエーション識別子AIDにマッピ
ングするように構成されたマッピングモジュールをさらに備える。
【０２９０】
　第５の態様の任意選択の実現方法において、前記マッピングモジュールが、前記STAが
属するマルチキャストグループのマルチキャストIDをアソシエーション識別子AIDにマッ
ピングするように構成されることは、
　前記マッピングモジュールにより、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチ
キャストIDを１つのAIDにおけるページ、ブロック、または、サブブロックにマッピング
すること、または、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを少な
くとも２つのAIDにおけるブロックおよびサブブロックにマッピングすることを含む。
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【０２９１】
　第５の態様の任意選択の実現方法において、前記DTIMビーコンフレームが、送信される
べきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために使用されることは
、
　前記送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために
、前記DTIMビーコンフレーム内の部分仮想ビットマップを使用することを含む。
【０２９２】
　第６の態様において、本発明の実施例は、ステーションSTAであって、
　無線アクセスポイントAPによって送信される配送トラフィック指示マップDTIMビーコン
フレームを受信するように構成された第５受信モジュールであって、前記DTIMビーコンフ
レームが、送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すた
めに使用される、第５受信モジュールと、
　前記送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループのマルチキャ
スト識別子IDのうちの、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDの
順序に従って、前記STAが属するマルチキャストグループに対応する受信間隔で、前記STA
が属するマルチキャストグループのマルチキャスト情報を前記APから受信するように構成
された第６受信モジュールと、
　を含むSTAを提供する。
【０２９３】
　第６の態様の任意選択の実現方法において、前記受信間隔は、マルチキャスト情報の平
均送信持続期間、または、ビーコンフレーム間隔である。
【０２９４】
　第６の態様の任意選択の実現方法において、送信されるべきマルチキャスト情報を有す
る各々のマルチキャストグループのマルチキャストIDはアソシエーション識別子AIDであ
る。
【０２９５】
　第６の態様の任意選択の実現方法において、前記DTIMビーコンフレームが、送信される
べきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために使用されることは
、
　前記送信されるべきマルチキャスト情報を有するマルチキャストグループを示すために
、前記DTIMビーコンフレーム内の部分仮想ビットマップを使用することを含む。
【０２９６】
　第６の態様の任意選択の実現方法において、前記第５受信モジュールが前記DTIMビーコ
ンフレームを受信する前に、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストI
Dを前記APから受信するように構成された第７受信モジュールをさらに備える。
【０２９７】
　第７の態様において、本発明の実施例は、無線アクセスポイントAPであって、
　ステーションSTAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子IDを決定す
るように構成された決定モジュールであって、前記STAが属するマルチキャストグループ
のマルチキャストIDはアソシエーション識別子AIDにマッピングされる、決定モジュール
と、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを前記STAに送信するよう
に構成された第１０送信モジュールと、
　を含むAPを提供する。
【０２９８】
　第７の態様の任意選択の実現方法において、前記決定モジュールが、前記STAが属する
マルチキャストグループのマルチキャストIDをAIDにマッピングするように構成されるこ
とは、
　前記決定モジュールが、特に、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャ
ストIDを１つのAIDにおけるいずれかのページ、ブロック、または、サブブロックにマッ
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ピングする、または、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを少
なくとも２つのAIDにおけるブロックおよびサブブロックにマッピングするように構成さ
れることを含む。
【０２９９】
　第７の態様の任意選択の実現方法において、前記第１０送信モジュールは、特に、前記
STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを管理フレームまたは制御フレ
ームにカプセル化し、前記フレームを前記STAに送信するように構成され、または、
　前記第１０送信モジュールは、特に、新たな情報要素IEを管理フレームまたは制御フレ
ームまたはデータフレームに追加し、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチ
キャストIDを前記新たなIEにカプセル化し、前記管理フレームまたは制御フレームまたは
データフレームを前記STAに送信するように構成される。
【０３００】
　第７の態様の任意選択の実現方法において、前記STAによって送信される前記マルチキ
ャストIDを要求するための情報を受信するように構成された第１０受信モジュールをさら
に備え、
　前記第１０送信モジュールは、特に、前記マルチキャストIDを要求するための情報に従
って、前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを前記STAに送信する
ように構成される。
【０３０１】
　第７の態様の任意選択の実現方法において、前記第１０受信モジュールは、特に、前記
STAによって送信される要求メッセージを受信するように構成され、前記要求メッセージ
は前記マルチキャストIDを要求するための情報を含む、または、
　前記第１０受信モジュールは、特に、前記STAによって送信される既存の制御フレーム
または既存の管理フレームまたは既存のデータフレームを受信するように構成され、前記
既存の制御フレームまたは既存の管理フレームまたは既存のデータフレームにおける新た
な情報要素IEは前記マルチキャストIDを要求するための情報を含む。
【０３０２】
　第７の態様の任意選択の実現方法において、前記第１０送信モジュールが、前記STAが
属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを前記STAに送信した後に、マルチキ
ャストID登録抹消メッセージを前記STAに送信するように構成された第１２送信モジュー
ルであって、前記マルチキャストID登録抹消メッセージは前記STAが属するマルチキャス
トグループのマルチキャストIDを登録抹消する登録抹消指示を含む、第１２送信モジュー
ルをさらに備える。
【０３０３】
　第８の態様において、本発明の実施例は、ステーションSTAであって、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャスト識別子IDを無線アクセスポ
イントAPから受信するように構成された第１４受信モジュールであって、前記STAが属す
るマルチキャストグループのマルチキャストIDはアソシエーション識別子AIDにマッピン
グされる、第１４受信モジュールと、
　前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを記録するように構成さ
れた記憶モジュールと、
　を含むSTAを提供する。
【０３０４】
　第８の態様の任意選択の実現方法において、前記第１４受信モジュールは、特に、前記
APによって送信される管理フレームまたは制御フレームを受信するように構成され、前記
管理フレームまたは制御フレームは前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキ
ャストIDを含む、または、
　前記第１４受信モジュールは、特に、前記APによって送信される既存の管理フレームま
たは既存の制御フレームまたは既存のデータフレームを受信するように構成され、前記既
存の管理フレームまたは既存の制御フレームまたは既存のデータフレームにおける新たな
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情報要素IEは前記STAが属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを含む。
【０３０５】
　第８の態様の任意選択の実現方法において、前記マルチキャストIDを要求するための情
報を前記APに送信するように構成された第１３送信モジュールをさらに備え、
　前記第１４受信モジュールは、特に、前記STAが属するマルチキャストグループのマル
チキャストIDを受信するように構成され、前記マルチキャストIDは前記マルチキャストID
を要求するための情報に従って前記APによって送信される。
【０３０６】
　第８の態様の任意選択の実現方法において、前記第１３送信モジュールは、特に、前記
マルチキャストIDを要求するための情報を要求メッセージにカプセル化し、前記要求メッ
セージを前記APに送信するように構成され、または、
　前記第１３送信モジュールは、特に、新たな情報要素IEを既存の制御フレームまたは既
存の管理フレームまたは既存のデータフレームに追加し、前記マルチキャストIDを要求す
るための情報を前記新たなIEにカプセル化し、前記既存の制御フレームまたは既存の管理
フレームまたは既存のデータフレームを前記APに送信するように構成される。
【０３０７】
　第８の態様の任意選択の実現方法において、前記第１４受信モジュールが、前記STAが
属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを受信した後に、前記APによって送信
されるマルチキャストID変更メッセージを受信するように構成された第１５受信モジュー
ルであって、前記マルチキャストID変更メッセージは前記STAが属するマルチキャストグ
ループの変更されたマルチキャストIDを含む、第１５受信モジュールと、
　前記マルチキャストID変更メッセージに含まれる、前記STAが属するマルチキャストグ
ループの変更されたマルチキャストIDに従って、前記STAが属するマルチキャストグルー
プのマルチキャストIDを更新するように構成された第２更新モジュールと、
　をさらに備える。
【０３０８】
　第８の態様の任意選択の実現方法において、前記第１４受信モジュールが、前記STAが
属するマルチキャストグループのマルチキャストIDを受信した後に、前記APによって送信
されるマルチキャストID登録抹消メッセージを受信するように構成された第１６受信モジ
ュールであって、前記マルチキャストID登録抹消メッセージは前記STAが属するマルチキ
ャストグループのマルチキャストIDを登録抹消する登録抹消指示を含む、第１６受信モジ
ュールをさらに備える。
【０３０９】
　この技術分野の当業者は、前述の方法の実施例のステップの全部または一部は、プログ
ラムが命令する関連ハードウェアによって実現され得ることを理解し得る。このプログラ
ムは、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体に記憶され得る。このプログラムを実行する
とき、前述の方法の実施例のステップが実行される。上記の記憶媒体は、ＲＯＭ、ＲＡＭ
、磁気ディスク、または光ディスクのようなプログラムコードを記憶できる各種の媒体を
含む。
【０３１０】
　最後に、前述の実施例は、本発明を限定するのではなく、本発明の技術的解決手段を記
載するために意図されるに過ぎないことに留意すべきである。前述の実施例を参照して本
発明が詳細に記載されているが、この技術分野の当業者は、変更または置換が、対応する
技術的解決手段の要旨を、本発明の実施例の技術的解決手段の思想および範囲から逸脱さ
せない限り、前述の実施例に記載された技術的解決手段にさらに変更し得る、または、そ
れらの技術的特徴のいくつかまたは全てに等価な置換を行い得ることを理解すべきである
。
【符号の説明】
【０３１１】
　　１００１　第１送信モジュール
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　　１００２　第２送信モジュール
　　１００３　第３送信モジュール
　　１００４　マッピングモジュール
　　１００５　第１受信モジュール
　　１００６　第２受信モジュール
　　１００７　第４送信モジュール
　　１００８　第３受信モジュール
　　１００９　第５送信モジュール
　　１０１０　第４受信モジュール
　　１０１１　第１登録抹消モジュール
　　１２０１　メモリ
　　１２０２　送信機
　　１３０１　第５受信モジュール
　　１３０２　第６受信モジュール
　　１３０３　第７受信モジュール
　　１３０４　第６送信モジュール
　　１３０５　第７送信モジュール
　　１３０６　第８受信モジュール
　　１３０７　第１更新モジュール
　　１３０８　第８送信モジュール
　　１３０９　第９受信モジュール
　　１３１０　第９送信モジュール
　　１５０１　受信機
　　１５０２　メモリ
　　１６０１　決定モジュール
　　１６０２　第１０送信モジュール
　　１６０３　第１０受信モジュール
　　１６０４　第１１受信モジュール
　　１６０５　第１１送信モジュール
　　１６０６　第１２受信モジュール
　　１６０７　第１２送信モジュール
　　１６０８　第１３受信モジュール
　　１６０９　第２登録抹消モジュール
　　１８０１　プロセッサ
　　１８０２　送信機
　　１９０１　第１４受信モジュール
　　１９０２　記憶モジュール
　　１９０３　第１３送信モジュール
　　１９０４　第１４送信モジュール
　　１９０５　第１５受信モジュール
　　１９０６　第２更新モジュール
　　１９０７　第１５送信モジュール
　　１９０８　第１６受信モジュール
　　１９０９　第１６送信モジュール
　　２１０１　受信機
　　２１０２　メモリ
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